
（
１

）
人

づ
く

り
　

 次
代

の
京

都
を

担
う

人
や

、
世

界
を

舞
台

に
活

躍
す

る
人

づ
く

り
の

京
都

へ

京
都

力
の

発
揮

 

○
京

都
全

体
を

キ
ャ

ン
パ

ス
化

し
、

大
学

生
と

あ
ら

ゆ
る

分
野

の
人

々
の

集
い

や

交
流

を
促

進
し

、
大

学
生

に
よ

る
自

主
的

・
創

造
的

な
イ

ベ
ン

ト
等

の
実

施
を

支

援
す

る
と

と
も

に
、

留
学

生
の

生
活

支
援

や
就

職
支

援
を

進
め

、
地

域
活

動
や

ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
へ

の
参

画
を

促
す

な
ど

、
大

学
生

に
よ

る
多

彩
な

活
動

を
活

発
化

さ

せ
ま

す
。

 

 ○
外

国
語

教
育

の
充

実
や

国
際

交
流

事
業

へ
の

青
少

年
の

参
画

促
進

に
よ

り
、

世

界
を

舞
台

に
グ

ロ
ー

バ
ル

に
活

動
す

る
人

材
を

育
成

し
ま

す
。

 

 ○
医

療
、

食
糧

・
バ

イ
オ

な
ど

の
分

野
で

、
世

界
に

貢
献

す
る

最
先

端
の

学
術

研

究
機

関
を

集
積

し
、

研
究

開
発

を
推

進
し

ま
す

。
 

現 状 ・ 課 題  対 応 方 向  

○
地

域
に

根
ざ

し
て

活
動

す
る

住
民

等
が

増
え

る
こ

と
を

支
援

し
ま

す
。

 

●
 京

都
府

は
、

人
口

当
た

り
の

大
学

・
短

期
大

学
及

び
学

生
の

数
が

い
ず

れ
も

全
国

１
位

で
あ

り
、

大
学

生
に

よ
る

様
々

な
活

動
が

地
域

に
活

力
や

に
ぎ

わ
い

を
も

た
ら

し
て

い
ま

す
。

 

 ●
 留

学
生

数
は

、
東

日
本

大
震

災
の

影
響

等
に

よ
り

全
国

的
に

は
減

少
傾

向
に

あ
り

ま
す

が
、

京
都

府
で

は
増

加
し

て
お

り
、

全
国

３
位

（
人

口
比

）
と

な
っ

て
い

ま
す

。

ま
た

、
京

都
企

業
に

就
職

し
た

留
学

生
数

も
増

加
傾

向
に

あ
り

、
こ

う
し

た
人

材
が

地
域

社
会

の
様

々
な

営
み

に
積

極
的

に
参

画
で

き
る

よ
う

な
し

く
み

の
拡

充
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

 ●
 近

年
、

若
者

の
間

に
内

的
志

向
が

見
ら

れ
、

国
際

感
覚

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
身

に
付

け
る

た
め

の
機

会
を

得
に

く
い

状
況

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 

 ●
 京

都
府

に
は

、
大

学
や

世
界

的
な

研
究

機
関

が
数

多
く

立
地

し
て

お
り

、
人

口
当

た
り

の
研

究
機

関
数

は
全

国
３

位
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

う
し

た
資

産
を

最
大

限
い

か
し

た
地

域
活

性
化

の
た

め
の

取
組

や
、

研
究

機
関

間
、

異
分

野
間

の
更

な
る

交
流

促
進

の
取

組
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

●
 ま

ち
づ

く
り

を
は

じ
め

、
地

域
に

お
け

る
様

々
な

住
民

活
動

に
参

画
す

る
人

が
増

え

て
い

ま
す

が
、

少
子

化
・

高
齢

化
・

過
疎

化
等

の
社

会
情

勢
の

中
で

、
地

域
の

課
題

が

多
様

化
し

て
お

り
、

よ
り

多
く

の
人

が
協

働
・

連
携

し
て

活
動

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ

て
い

ま
す

。
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【
　
　
使
　
　
命
　
　
】

【
　
基
　
本
　
目
　
標
　
】

【
　
　
　
具
　
　
　
体
　
　
　
方
　
　
　
策
　
　
　
】

（
１
）

人
づ
く
り

○
行
政
、
大
学
、
経
済
界
等
が
連
携
し
、
留
学
生
を
対
象
と
し
た
入
学
、
生
活
、
住
居
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
、
就
職
相
談
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
な
ど
「
留
学
生
５
万
人
構
想
」
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を

進
め
ま
す
。

○
留
学
生
が
国
際
交
流
や
語
学
教
育
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
域
の
活
動
に
参
画
し
、
地
域
住
民
と
交

流
す
る
し
く
み
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

○
若
者
を
引
き
付
け
、
優
れ
た
人
材
を
育
て
、
新
し
い
文
化
や
産
業
を
生
み
出
す
大
学
の
力
が
京
都
の
社

会
・
経
済
の
中
で
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
、
規
制
緩
和
や
産
学
公
連
携
、
大
学
・
地
域
連
携
、
大

学
生
の
活
動
支
援
の
取
組
等
を
推
進
し
、
「
大
学
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
の
建
設
を
進
め
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
の
活
動
が

拡
大
す
る
こ
と

○
進
学
や
就
職
等
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
前
の
隙
間
時
間
（
ギ
ャ
ッ
プ
）
を
活
用
し
て
、
学
生
が
地
域
や

社
会
で
活
動
す
る
機
会
を
創
出
し
、
人
間
力
の
養
成
と
地
域
活
性
化
を
図
る
「
京
都
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー

事
業
」
を
拡
充
し
ま
す
。

○
京
都
全
体
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
見
立
て
、
学
生
が
街
中
、
通
り
、
辻
々
で
思
い
思
い
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
繰
り
広
げ
る
な
ど
、
京
都
な
ら
で
は
の
祭
り
と
し
て
定
着
し
た
京
都
学
生
祭
典
の
内
容
を
更
に
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
「
芸
術
・
デ
ザ
イ
ン
学
生
祭
典
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
（
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事

業
）
や
大
学
と
行
政
の
包
括
連
携
協
定
等
を
通
じ
て
、
学
生
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
取
組
等
を

促
進
し
ま
す
。

○
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
等
と
連
携
し
、
大
学
の
個
性
や
特
色
を
い
か
し
た
社
会
人
向
け
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
公
開
講
座
等
の
充
実
に
よ
り
、
歴
史
や
文
化
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
の
優
れ
た
研
究
成
果
の
蓄
積

を
社
会
に
還
元
す
る
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
に
よ
り
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
社
会
貢
献
、
学
び
直
し
な
ど
様
々
な
目
的
で
大
学
に
再

入
学
す
る
社
会
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、
京
都
ら
し
い
多
彩
な
社
会
人
向
け
大
学
・
大
学
院
コ
ー
ス
の

充
実
を
促
進
し
ま
す
。

○
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
（
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
）
や
包
括
連
携
協
定
等
を
通
じ
て
、
社
会
人
向
け
講
座
等

の
開
設
を
促
進
し
ま
す
。

○
世
界
に
は
ば
た
く
高
校
生
を
育
成
す
る
た
め
、
「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
認
定
校
」
の
認
定
に
向
け
た
準
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
府
立
高
校
の
生
徒
が
海
外
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
海
外
の
友
好
提
携
先

等
に
お
い
て
「
府
立
海
外
サ
テ
ラ
イ
ト
高
校
」
の
設
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
外
国
語
活
動
支
援
教
材
の
開
発
や
外
国
人
指
導
助
手
の
効
果
的
な
活
用
な
ど
、
小
学
校
の
段
階
か
ら
高

校
ま
で
を
見
通
し
た
英
語
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

大
学
生
に
よ
る
多
彩
な
活
動
や
交

流
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と

京
都
で
学
び
、
活
動
し
、
京
都
に

就
職
す
る
大
学
生
や
留
学
生
、
研

究
者
等
が
増
え
る
こ
と

大
学
で
再
教
育
を
受
け
る
社
会
人

等
が
増
え
る
こ
と

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
動
す
る
人
材
を

育
成
す
る
こ
と

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
が
増
え

る
こ
と

49



【
　
　
使
　
　
命
　
　
】

【
　
基
　
本
　
目
　
標
　
】

【
　
　
　
具
　
　
　
体
　
　
　
方
　
　
　
策
　
　
　
】

○
教
養
教
育
共
同
化
施
設
を
拠
点
と
し
た
、
府
立
医
科
大
学
、
府
立
大
学
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
に
よ
る

教
養
教
育
の
共
同
化
、
高
度
化
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

○
国
や
市
町
村
、
学
校
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
・
協
働
し
、
青
少
年
の
国
際
交
流
事
業
へ
の
参
画
を
促
進
し

ま
す
。

世
界
に
貢
献
す
る
最
先
端
の
学
術

研
究
・
交
流
を
活
発
化
さ
せ
る
こ

と

世
界
的
に
評
価
さ
れ
る
研
究
成
果

が
上
が
る
こ
と

○
「
け
い
は
ん
な
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
）
」
を
有
効
活
用
し
、
ス
マ
ー
ト

ラ
イ
フ
＆
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
テ
ー
マ
に
産
学
公
連
携
に
よ
る
国
際
的
な
共
同
研
究
開
発
を
行
う
「
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
構
想
」
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が
持
続
で

き
る
し
く
み
を
整
え
る
こ
と

地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
づ
く
り

に
か
か
わ
る
人
が
増
え
る
こ
と

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
で
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
や
地
域
づ
く
り
に
必
要
な
講
座
を
開
催
し
、
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
実
践

的
知
識
や
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
材
を
養
成
し
、
公
共
活
動
を
担
う
人
材
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
動
す
る
人
材
を

育
成
す
る
こ
と

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
が
増
え

る
こ
と
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（
２

）
環

境
の

「
み

や
こ

」
　

 持
続

可
能

な
人

類
社

会
の

モ
デ

ル
と

し
て

、
世

界
の

範
と

な
る

環
境

を
実

現
す

る
京

都
へ

現 状 ・ 課 題  

対 応 方 向  

○
原

子
力

に
頼

ら
な

い
京

都
づ

く
り

を
め

ざ
し

、
府

民
や

企
業

、
地

域
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
な

ど
多

様
な

主
体

に
よ

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
活

用
促

進
等

の
戦

略
的

取
組

を
推

進
す

る
な

ど
、

安
心

・
安

全
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
自

給
社

会
を

つ
く

り
ま

す
。

 

 ○
府

民
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

省
エ

ネ
型

へ
の

転
換

を
促

す
と

と
も

に
、

新
し

い
技

術
を

活
か

し
た

省
エ

ネ
機

器
等

の
普

及
を

進
め

ま
す

。
 

 ○
産

業
廃

棄
物

減
量

促
進

の
拠

点
と

な
る

京
都

府
産

業
廃

棄
物

３
R

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
リ

ユ
ー

ス
や

リ
サ

イ
ク

ル
の

資
源

循
環

の
し

く
み

を
確

立
し

、
循

環
型

社
会

を
形

成
し

ま
す

。
 

○
地

域
住

民
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
、

企
業

等
と

連
携

・
協

働
し

た
取

組
を

進
め

、

優
れ

た
ま

ち
な

み
や

景
観

、
自

然
環

境
や

生
活

環
境

を
創

出
し

ま
す

。
 

 ○
エ

コ
住

宅
の

建
設

、
地

産
地

消
な

ど
様

々
な

生
活

の
取

組
を

総
合

的
に

進
め

、
自

然
環

境
と

調
和

し
た

暮
ら

し
を

推
進

し
ま

す
。

 

○
生

物
多

様
性

地
域

戦
略

に
基

づ
き

、
府

民

協
働

で
希

少
野

生
生

物
な

ど
生

物
多

様
性

の

保
全

と
、

そ
れ

ら
を

い
か

し
た

地
域

づ
く

り

を
進

め
ま

す
。

 

●
 世

界
全

体
で

、
二

酸
化

炭
素

等
の

温
室

効
果

ガ
ス

が
大

量
に

排
出

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
気

温
や

海
水

温
、

海
面

の
上

昇
等

が
確

認
さ

れ
、

地
球

温
暖

化
が

進
行

し
て

い
ま

す
。

こ
の

た
め

、
人

類
共

通
の

課
題

と
し

て
、

各
国

が
温

室
効

果
ガ

ス
の

削
減

に
取

り
組

む
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

 ●
 平

成
2

3
年

の
東

日
本

大
震

災
に

よ
る

原
子

力
発

電
所

事
故

を
受

け
、

我
が

国
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
政

策
の

見
直

し
が

進
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
京

都
府

に
お

い
て

は
、

省
エ

ネ
や

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

普
及

拡
大

等
を

通
じ

た
「

エ
ネ

ル
ギ

ー
自

給
・

京

都
」

の
実

現
に

向
け

、
オ

ー
ル

京
都

の
取

組
を

推
進

し
て

い
ま

す
。

 

 ●
 太

陽
光

発
電

設
備

や
電

気
自

動
車

等
の

普
及

は
進

み
つ

つ
あ

り
ま

す
が

、
地

球
環

境
問

題
に

対
応

す
る

新
し

い
技

術
・

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
等

の
開

発
・

普
及

に
は

、
な

お
進

展
の

余
地

が
あ

り
ま

す
。

 

 ●
 多

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

大
量

生
産

・
大

量
消

費
・

大
量

廃
棄

型
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
か

ら
の

転
換

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

 ●
 経

済
発

展
と

と
も

に
増

加
し

た
廃

棄
物

の
量

は
、

減
少

傾
向

に
は

あ
る

も
の

の
、

近
年

、
そ

の
傾

向
は

鈍
化

し
て

お
り

、
引

き
続

き
削

減
に

向
け

た
取

組
が

必
要

で
す

。
 

●
 京

都
府

は
優

れ
た

ま
ち

な
み

や
豊

か
な

自
然

環
境

に
恵

ま
れ

て
い

ま
す

が
、

先
人

か
ら

受
け

継
い

だ
こ

れ
ら

の
美

し
い

景
観

を
保

全
・

育
成

し
、

更
に

は
新

た
に

創
造

し
て

、
次

世
代

に
引

き
継

い
で

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 

 ●
 ま

た
、

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

欧
米

化
が

進
む

中
で

、
町

家
暮

ら
し

に
代

表
さ

れ
る

よ
う

な
、

四
季

折
々

の
自

然
の

変
化

と
調

和
し

て
暮

ら
し

て
き

た
生

活
文

化
の

価
値

を
今

一
度

見
つ

め
直

し
、

次
世

代
に

継
承

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

 ●
 農

山
村

で
は

過
疎

・
高

齢
化

が
進

む
中

で
、

手
入

れ
さ

れ
ず

放
置

さ
れ

る
森

林
が

増
加

し
て

お
り

、
こ

う
し

た
自

然
環

境
を

保
全

し
て

い
く

取
組

の
拡

充
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

 ●
 健

康
へ

の
影

響
が

心
配

さ
れ

る
微

小
粒

子
状

物
質

（
P

M
2

.5
）

に
よ

る
大

気
汚

染
に

対
す

る
府

民
の

関
心

が
高

ま
っ

て
い

ま
す

。
 

 ●
 子

ど
も

の
頃

か
ら

環
境

に
つ

い
て

学
習

・
体

験
で

き
る

機
会

を
学

校
や

地
域

の
中

で
拡

充
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

●
 在

来
生

物
の

生
息

生
育

環
境

の
悪

化
、

外
来

種
の

繁
殖

等
に

よ
る

生
物

多
様

性
へ

の

脅
威

が
高

ま
っ

て
お

り
、

地
域

固
有

の
自

然

や
生

態
系

を
保

全
す

る
た

め
の

取
組

を
、

多

様
な

主
体

の
協

働
に

よ
っ

て
進

め
て

い
く

こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

52



【
　
　
使
　
　
命
　
　
】

【
　
基
　
本
　
目
　
標
　
】

【
　
　
　
具
　
　
　
体
　
　
　
方
　
　
　
策
　
　
　
】

省
エ
ネ
・
節
電
活
動
が
拡
大
す
る

こ
と

○
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
等
に
お
い
て
、
住
宅
の
創
エ
ネ
・
省
エ
ネ
・
蓄
エ
ネ
化
な
ど
環
境
共
生
型
住

環
境
の
整
備
等
を
行
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
型
の
持
続
可
能
な
モ
デ
ル
都
市
を
構
築
し
ま
す
。

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
に
お
け
る
実
証
実

験
の
成
果
を
い
か
し
、
家
庭
や
ビ
ル
、
工
場
等
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

○
府
立
学
校
に
エ
コ
設
備
を
積
極
的
に
導
入
す
る
と
と
も
に
、
環
境
学
習
の
推
進
や
環
境
保
全
の
取
組
間

の
相
互
交
流
を
促
進
す
る
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
環
境
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
促
進
条
例
」
を
制
定
し
、
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
等
に
よ
り
府
民
全

体
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
太
陽
光
を
は
じ
め
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
小
水
力
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
等
に
よ
る
発
電
や
熱
利
用
を
進
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
促
進
し
ま
す
。

○
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
よ
う
国
に
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
原
子
力
に
依
存
し
な

い
京
都
を
つ
く
り
ま
す
。

○
民
間
企
業
等
と
連
携
し
て
、
1
0
万
ｋ
ｗ
級
の
発
電
が
可
能
な
天
然
ガ
ス
を
利
用
し
た
発
電
所
や
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
設
置
を
進
め
ま
す
。

○
国
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
開
発
な
ど
日
本
海
に
お
け
る
海
洋
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
の
開
発
を
積
極
的
に
促
進
し
ま
す
。

○
長
期
間
計
画
停
止
中
の
関
西
電
力
宮
津
火
力
発
電
所
の
運
転
再
開
に
取
り
組
み
ま
す
。

低
炭
素
・
循
環
型
社
会
を
つ
く
る

こ
と

府
内
の
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
が
減
少
す

る
こ
と

○
長
期
的
な
視
点
も
踏
ま
え
つ
つ
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
政
府
目
標
を
上
回
る
積
極
的
な
削
減
目
標

を
明
示
し
た
「
京
都
府
地
球
温
暖
化
対
策
条
例
」
に
よ
り
、
京
都
府
全
体
で
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削

減
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
太
陽
光
発
電
の
導
入
支
援
や
断
熱
性
能
の
向
上
等
に
よ
り
住
宅
の
環
境
性
能
を
高
め
る
と
と
も
に
、
市

町
村
等
と
連
携
し
た
効
果
的
な
普
及
・
啓
発
に
よ
り
、
家
庭
部
門
の
低
炭
素
化
を
進
め
ま
す
。

○
省
エ
ネ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
や
京
都
版
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
取
引
制
度
の
推
進
等
に
よ
り
、
中
小
企
業
者

の
温
暖
化
対
策
を
進
め
ま
す
。

○
自
動
車
か
ら
徒
歩
、
自
転
車
、
公
共
交
通
機
関
へ
の
転
換
、
充
電
器
の
整
備
等
を
通
じ
た
電
気
自
動
車

等
の
普
及
及
び
長
距
離
貨
物
運
送
に
お
け
る
天
然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
の
普
及
等
に
よ
り
、
運
輸
部
門
の
低

炭
素
化
を
推
進
し
ま
す
。

○
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
推
進
し
、
Ｃ
Ｏ

２
吸
収
源
で
あ
る
森
林
資
源
を
持
続
的
に
育
成
す
る
と
と
も

に
、
府
内
産
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
の
建
築
・
購
入
や
、
地
産
地
消
に
よ
る
輸
送
に
係
る
Ｃ
Ｏ

２
排
出

量
削
減
等
の
取
組
を
促
進
し
、
地
場
資
源
の
活
用
に
よ
る
消
費
部
門
の
低
炭
素
化
を
推
進
し
ま
す
。

○
「
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
地
球
環
境
の
殿
堂
」
の
表
彰
式
と
「
京
都
環
境
文
化
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
一
体
的
に

運
営
し
、
地
球
環
境
問
題
に
対
す
る
府
民
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

（
２
）

環
境
の

「
み
や

こ
」

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
多
様

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
供
給
さ
れ
る
こ

と

安
心
・
安
全
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

社
会
を
つ
く
る
こ
と
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○
家
畜
排
せ
つ
物
や
こ
れ
ま
で
未
利
用
だ
っ
た
林
地
残
材
、
竹
等
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
を
促
進
し
ま

す
。

○
事
業
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
の
提
案
、
技
術
開
発
等
へ
の
支
援
、
事
業
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
よ

り
、
資
源
循
環
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
産
業
廃
棄
物
減
量
促
進
の
拠
点
と
な
る
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し

ま
す
。

○
資
源
の
消
費
量
や
廃
棄
さ
れ
る
物
を
減
ら
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
を
府
民
に
提
案
し
ま
す
。

優
れ
た
ま
ち
な
み
や
景
観
、
自
然

環
境
や
生
活
環
境
を
保
全
・
創
出

す
る
こ
と

○
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
学
術
・
観
光
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
大
都
市
近
郊
に
残
さ
れ

た
貴
重
な
天
然
林
で
あ
る
芦
生
の
森
や
丹
波
高
地
の
里
地
・
里
山
等
を
含
む
「
由
良
川
・
桂
川
上
中
流

域
」
の
新
規
国
定
公
園
指
定
に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

○
京
都
府
景
観
資
産
へ
の
登
録
促
進
な
ど
地
域
の
優
れ
た
景
観
を
守
る
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

○
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
運
動
の
更
な
る
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
つ
つ
、
適
切
な
時

期
に
森
林
環
境
税
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

○
「
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
」
を
核
と
し
て
、
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
運
動
へ
の
府
民
、
企
業
等
の

参
画
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
平
成
2
8
年
の
「
全
国
育
樹
祭
」
を
契
機
と
し
て
、
次
世
代
の
人
々
の

森
林
を
守
り
育
て
る
心
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

○
鴨
川
の
治
水
対
策
や
環
境
整
備
を
推
進
し
、
府
民
に
安
心
と
憩
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

○
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
行
政
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
森
林
整
備
等
を
行
う
モ
デ
ル

フ
ォ
レ
ス
ト
の
手
法
を
応
用
し
た
河
川
愛
護
活
動
に
よ
り
、
河
川
環
境
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

○
微
小
粒
子
状
物
質
（
P
M
2
.5
）
に
対
す
る
監
視
体
制
の
確
立
や
、
府
民
へ
の
情
報
の
的
確
な
発
信
な

ど
、
P
M
2
.5
対
策
を
更
に
強
化
し
ま
す
。

○
市
街
地
の
幹
線
道
路
の
騒
音
対
策
、
自
動
車
排
ガ
ス
対
策
や
生
活
排
水
対
策
等
に
よ
り
、
快
適
な
生
活

環
境
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
抑
止
さ
れ

る
こ
と

○
日
常
の
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
や
指
導
を
強
化
し
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
よ
る
事
案
の
解
決
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
発
生
し
た
違
法
行
為
に
つ
い
て
は
、
迅
速
・
厳
正
に
対
処
し
ま
す
。

リ
ユ
ー
ス
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
は
じ

め
と
し
た
資
源
循
環
の
し
く
み
が

確
立
さ
れ
る
こ
と

優
れ
た
景
観
や
良
好
な
生
活
環
境

の
保
全
・
創
出
が
進
展
す
る
こ
と
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自
然
環
境
と
調
和
し
た
暮
ら
し
を

推
進
す
る
こ
と

自
然
環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
拡
大
す
る
こ
と

○
京
都
の
資
源
と
文
化
を
基
盤
と
し
て
異
な
る
分
野
の
交
流
を
広
げ
、
エ
コ
住
宅
、
電
気
自
動
車
、
旬
の

京
野
菜
、
地
産
地
消
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
普
及
な
ど
、
多
様
な
取
組
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

○
家
庭
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
し
、
エ
コ
ラ
イ
フ
を
推
奨
す
る
た
め
、
小
学
生
が
中
心
と

な
っ
て
省
エ
ネ
活
動
を
行
う
「
エ
コ
親
子
」
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

○
人
と
動
物
が
共
生
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
効
果
的
・
効
率
的
に
進
め
る
た
め
、
京
都
市
と
共
同
で
「
京

都
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
・
運
営
し
ま
す
。

○
京
都
市
及
び
動
物
愛
護
団
体
等
と
連
携
し
、
殺
処
分
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
取
組
や
動
物
愛
護
事
業
を
進
め
る

と
と
も
に
、
動
物
愛
護
の
理
念
や
終
生
飼
養
の
精
神
を
分
か
り
や
す
く
普
及
啓
発
す
る
た
め
、
京
都
動

物
愛
護
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

○
京
都
府
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
更
新
、
生
活
、
産
業
、
公
共
事
業
等
の
分
野
ご
と
の
具
体
的
取
組
等

を
ま
と
め
た
生
物
多
様
性
基
本
戦
略
の
策
定
に
よ
り
、
絶
滅
危
惧
種
の
み
な
ら
ず
多
様
性
に
富
む
府
内

の
地
域
個
体
群
を
守
る
と
と
も
に
、
外
来
種
に
よ
る
生
態
系
や
農
作
物
等
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
な

ど
、
府
民
の
協
力
の
も
と
生
物
多
様
性
保
全
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

生
物
の
多
様
性
が
保
持
さ
れ
た
良

好
な
自
然
環
境
を
確
保
す
る
こ
と

生
物
多
様
性
が
保
全
さ
れ
る
こ
と

55



（
３

）
文

化
創

造
　

 豊
か

な
伝

統
文

化
を

継
承

し
、

新
し

い
文

化
が

次
々

と
萌

芽
す

る
卓

越
し

た
文

化
力

の
あ

る
京

都
へ

○
京

都
文

化
を

体
感

で
き

る
機

会
の

充
実

等
に

よ
り

、
京

都
文

化
を

継
承

し
、

発
展

さ
せ

、
世

界
に

発
信

し
ま

す
。

 

 

○
府

内
各

地
域

の
文

化
拠

点
や

公
園

・
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

整
備

等
を

進
め

、
新

し

い
文

化
・

芸
術

、
ス

ポ
ー

ツ
を

振
興

し
ま

す
。

 

現 状 ・ 課 題  対 応 方 向  

●
 2

0
1

9
年

（
平

成
3

1
年

）
ラ

グ
ビ

ー
ワ

ー
ル

ド
カ

ッ
プ

、
2

0
2

0
年

（
平

成
3

2

年
）

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

、
2

0
2

1
年

（
平

成
3

3
年

）
ワ

ー
ル

ド
マ

ス
タ

ー
ズ

ゲ
ー

ム
ズ

等
の

開
催

は
、

日
本

文
化

の
魅

力
を

戦
略

的
に

国
内

外
へ

発
信

で

き
る

好
機

で
す

。
京

都
に

は
、

貴
重

な
文

化
財

や
古

典
が

数
多

く
引

き
継

が
れ

、
ま

た
、

様
々

な
宗

教
の

本
山

、
茶

道
・

華
道

・
日

本
舞

踊
の

家
元

、
能

・
狂

言
の

流
派

等
が

集

積
し

、
日

本
の

精
神

文
化

の
よ

り
所

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
大

き
な

役
割

が
期

待

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

 ●
 伝

統
工

芸
、

京
料

理
等

の
文

化
が

日
本

人
の

生
活

の
中

か
ら

少
し

ず
つ

失
わ

れ
よ

う
と

し
て

い
ま

す
。

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

欧
米

化
が

進
む

中
で

、
特

に
若

者
を

中
心

と

し
て

、
京

都
文

化
（

日
本

文
化

）
へ

の
関

心
や

、
ふ

れ
あ

う
機

会
が

少
な

く
な

っ
て

お

り
、

振
興

を
図

る
と

と
も

に
次

世
代

に
継

承
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

 ●
 地

域
社

会
の

絆
の

希
薄

化
や

過
疎

化
の

進
行

に
伴

う
後

継
者

不
足

等
に

よ
り

、
府

内
各

地
域

の
歴

史
等

に
根

ざ
し

た
個

性
豊

か
な

祭
礼

行
事

、
伝

統
芸

能
等

の
伝

統
的

な

地
域

文
化

が
少

し
ず

つ
失

わ
れ

よ
う

と
し

て
い

ま
す

。
 

 ●
 「

和
食

」
の

無
形

文
化

遺
産

登
録

を
受

け
て

、
保

護
・

継
承

や
世

界
へ

の
発

信
強

化
の

た
め

の
取

組
を

展
開

す
る

と
と

も
に

、
「

天
橋

立
」

「
宇

治
茶

」
の

世
界

遺
産

登

録
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

 

●
 ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

整
備

を
進

め
、

国
際

大
会

の
誘

致
や

、
ス

ポ
ー

ツ
観

光
振

興

に
よ

る
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

す
。

 

 ●
 北

山
文

化
環

境
ゾ

ー
ン

で
は

、
多

く
の

府
民

が
気

軽
に

立
ち

寄
り

、
豊

か
な

自

然
の

中
で

、
文

化
、

学
術

、
芸

術
に

親
し

む
こ

と
の

で
き

る
新

し
い

交
流

・
発

信

拠
点

づ
く

り
が

進
ん

で
い

ま
す

。
 

 ●
 芸

術
家

等
が

自
ら

の
作

品
を

新
た

に
発

表
す

る
と

と
も

に
、

府
民

が
文

化
・

芸

術
活

動
や

ス
ポ

ー
ツ

を
身

近
に

楽
し

め
る

場
所

や
機

会
の

拡
充

が
求

め
ら

れ
て

い

ま
す

。
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○
2
0
2
0
年
（
平
成
3
2
年
）
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
合
わ
せ
て
、
日
本
文

化
の
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
の
人
々
に
体
感
し
て
も
ら
う
「
京
都
文
化
フ
ェ
ア
（
仮
称
）
」
の
開
催
に
向

け
、
オ
ー
ル
京
都
で
取
組
を
進
め
ま
す
。

○
京
都
が
世
界
の
文
化
交
流
の
舞
台
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
、
オ
ー
ル
京
都
の
力
を
結
集

し
て
、
「
京
都
国
際
現
代
芸
術
祭
」
、
「
琳
派
4
0
0
年
記
念
祭
」
等
を
開
催
し
ま
す
。

○
北
山
文
化
環
境
ゾ
ー
ン
に
「
新
総
合
資
料
館
（
仮
称
）
」
を
整
備
、
「
国
際
京
都
学
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
し
、
古
典
を
含
め
日
本
文
化
の
世
界
と
の
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

○
「
双
京
構
想
」
の
実
現
に
向
け
て
、
伝
統
的
な
宮
中
行
事
の
復
活
を
含
め
た
文
化
的
な
行
事
等
に
よ

り
、
皇
室
の
方
々
が
京
都
へ
お
越
し
い
た
だ
く
機
会
を
増
や
す
よ
う
、
京
都
市
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

○
日
本
が
有
す
る
価
値
あ
る
資
産
を
世
界
に
発
信
し
て
い
く
た
め
、
古
都
京
都
の
世
界
文
化
遺
産
、
「
和

食
」
の
無
形
文
化
遺
産
に
続
き
、
「
天
橋
立
」
、
「
宇
治
茶
」
に
つ
い
て
、
世
界
文
化
遺
産
の
登
録
を

め
ざ
し
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

○
「
和
食
」
の
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
契
機
に
、
日
本
人
の
精
神
性
や
感
性
、
風
俗
・
風
習
や
文
化
を
総

合
的
に
表
す
「
和
食
の
文
化
」
を
次
世
代
に
継
承
し
、
世
界
に
広
め
る
た
め
、
オ
ー
ル
京
都
体
制
に
よ

り
、
和
食
文
化
を
推
進
す
る
会
議
を
設
置
し
ま
す
。

○
府
立
大
学
に
お
い
て
、
和
食
分
野
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
学
部
・
学
科
の
設
置
を
行
い
、
和

食
文
化
の
継
承
や
世
界
発
信
を
通
じ
た
、
地
域
再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
国
内
外
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
価
値
あ
る
日
本
の
文
化
財
を
体
系
的
に
修
復
す
る
「
日
本
文
化
財
保
存
修

復
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
関
係
企
業
や
職
人
の
工
房
等
の
近
隣
へ
の
立
地
・
集
積
に
よ

り
人
材
を
育
成
し
、
日
本
さ
ら
に
は
世
界
の
文
化
財
修
復
の
一
大
拠
点
を
構
築
し
ま
す
。

○
京
都
の
文
化
財
を
適
切
に
保
存
・
修
理
し
、
地
震
等
の
災
害
か
ら
守
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
用
を
図

り
、
後
世
に
継
承
し
ま
す
。

青
少
年
を
は
じ
め
人
々
が
京
都
文

化
に
ふ
れ
る
機
会
が
増
え
る
こ
と

○
日
本
文
化
の
中
心
地
で
あ
る
京
都
の
地
で
価
値
あ
る
伝
統
文
化
を
未
来
に
つ
な
ぐ
次
世
代
の
若
者
を
育

成
し
て
い
く
た
め
、
「
全
国
高
校
生
伝
統
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
全
国
か
ら
高
校
生
が
参
加
す
る

日
本
最
大
の
伝
統
文
化
イ
ベ
ン
ト
に
拡
充
し
ま
す
。

○
府
立
高
校
の
茶
道
の
授
業
の
充
実
と
と
も
に
、
茶
道
や
華
道
、
着
物
や
伝
統
工
芸
な
ど
日
本
の
価
値
あ

る
伝
統
文
化
を
中
学
生
や
高
校
生
が
体
験
す
る
「
京
の
こ
ど
も
日
本
文
化
体
験
事
業
」
を
推
進
し
ま

す
。

○
次
世
代
が
社
会
に
お
い
て
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
め
る
よ
う
、
中
高
生
が
親
元
を
離
れ
て
、
芸
術

家
・
職
人
の
工
房
や
農
山
漁
村
等
に
お
い
て
、
文
化
・
自
然
体
験
活
動
を
行
う
取
組
を
進
め
ま
す
。

（
３
）

文
化
創
造

2
0
2
0
年
（
平
成
3
2
年
）
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等

を
見
据
え
た
京
都
文
化
の
発
信
が

進
む
こ
と

京
都
文
化
を
継
承
し
、
発
展
さ
せ

る
こ
と

優
れ
た
歴
史
的
、
文
化
的
、
芸
術

的
資
産
が
保
全
・
活
用
さ
れ
る
こ

と
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○
歴
史
・
文
化
の
更
な
る
振
興
を
図
る
た
め
、
郷
土
資
料
館
の
展
示
環
境
等
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

丹
後
郷
土
資
料
館
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
京
都
文
化
博
物
館
を
核
と
し
て
、
芸
術
家
・
伝
統
文
化
の
継
承
者
、
文
化
団
体
、
企
業
、
地
域
な
ど
多

様
な
文
化
の
担
い
手
と
協
働
し
て
、
京
都
の
文
化
芸
術
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。

○
文
化
財
や
歴
史
的
事
象
の
舞
台
が
至
る
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
京
都
の
利
点
を
い
か
し
、
ほ
ん
ま
も
ん
に

触
れ
、
現
場
を
体
感
し
な
が
ら
府
内
各
地
域
の
歴
史
や
伝
統
文
化
を
学
ぶ
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

○
「
古
典
の
日
」
を
中
心
に
、
源
氏
物
語
、
古
今
集
、
能
楽
、
舞
踊
等
の
継
承
・
発
展
を
図
り
ま
す
。

○
「
ア
ー
ト
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
や
「
京
都
文
化
ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
京
都
な

ら
で
は
の
取
組
を
拡
充
し
、
文
化
に
よ
り
京
都
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

○
府
内
各
地
域
の
歴
史
等
に
根
ざ
し
た
個
性
豊
か
な
祭
礼
行
事
、
伝
統
芸
能
、
伝
統
工
芸
等
の
復
興
や
活

動
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
国
民
文
化
祭
で
培
わ
れ
た
地
域
の
文
化
力
を
更
に
育
て
、
支
援
す
る
こ
と
で
、
文
化
を
起
点
と
し
た
絆

づ
く
り
、
産
業
・
仕
事
お
こ
し
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

○
合
唱
、
吹
奏
楽
、
吟
詠
剣
詩
舞
、
美
術
、
文
芸
等
の
分
野
別
事
業
に
よ
り
芸
術
文
化
活
動
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

新
し
い
文
化
・
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ

を
は
ぐ
く
み
、
交
流
を
活
発
化
さ

せ
る
こ
と

○
亀
岡
市
の
専
用
球
技
場
の
建
設
、
丹
波
自
然
運
動
公
園
及
び
山
城
総
合
運
動
公
園
な
ど
府
立
公
園
の
計

画
的
整
備
、
府
市
協
調
に
よ
る
西
京
極
陸
上
競
技
場
、
横
大
路
運
動
公
園
、
三
川
合
流
地
域
の
整
備
の

ほ
か
、
市
町
村
が
進
め
る
広
域
的
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
支
援
等
に
よ
り
、
「
ス
ポ
ー
ツ
王
国
・
京

都
」
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

○
2
0
1
9
年
（
平
成
3
1
年
）
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
2
0
2
0
年
（
平
成
3
2
年
）
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
2
0
2
1
年
（
平
成
3
3
年
）
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
が
３
年

連
続
で
開
催
さ
れ
る
中
で
、
合
宿
地
や
試
合
会
場
の
誘
致
・
開
催
、
さ
ら
に
は
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ

パ
ン
な
ど
そ
の
他
の
国
際
大
会
誘
致
を
行
う
と
と
も
に
、
京
都
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
・
参
加
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
組
を
進
め
ま
す
。

○
2
0
2
1
年
（
平
成
3
3
年
）
に
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
を
関
西
で
開
催
す
る
と
と
も
に
、

「
関
西
版
マ
ス
タ
ー
ズ
」
や
「
京
都
府
版
マ
ス
タ
ー
ズ
」
、
府
北
部
の
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｎ
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド

な
ど
、
多
く
の
府
民
が
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
等
に
よ
り
、
府
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
機
会
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
京
都
」
を
創
設
し
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
の
振
興
や
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

京
都
文
化
を
継
承
し
、
発
展
さ
せ

る
こ
と

地
域
に
お
け
る
文
化
・
芸
術
活
動

が
活
発
化
す
る
こ
と

新
し
い
文
化
・
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ

の
拠
点
づ
く
り
や
活
動
が
拡
充
す

る
こ
と
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○
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
植
物
殿
堂
館
等
の
整
備
の
ほ
か
、
植
物
保
全
・
育
成
機
能
の
充
実
に
よ
る
花
・
植
物

の
魅
力
の
発
信
を
通
じ
、
一
人
で
も
多
く
の
府
民
等
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
植
物
園
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

○
京
都
の
花
き
文
化
や
花
の
魅
力
の
発
信
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
花
と
ふ
れ
あ
う
機
会
づ
く
り
な

ど
に
よ
り
、
花
き
・
園
芸
文
化
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
、
学
校
等
を
拠
点
と
し
た
開
放
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育

成
な
ど
、
多
様
な
形
で
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
し
ま
す
。

新
し
い
文
化
・
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ

の
拠
点
づ
く
り
や
活
動
が
拡
充
す

る
こ
と
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（
４

）
産

業
革

新
・

中
小

企
業

育
成

　
 京

都
経

済
を

支
え

る
中

小
企

業
が

安
定

し
た

経
営

を
行

う
中

で
、

未
来

を
切

り
ひ

ら
く

産
業

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
進

展
す

る
京

都
へ

○
分

野
や

業
種

を
超

え
た

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

を

行
う

６
次

産
業

化
の

推
進

、
収

益
向

上
の

た
め

の

技
術

革
新

や
商

品
開

発
、

人
材

育
成

、
ア

ジ
ア

地

域
等

の
海

外
販

路
・

市
場

開
拓

な
ど

、
生

産
の

み

な
ら

ず
消

費
ま

で
を

見
通

し
た

総
合

的
な

支
援

を

実
施

し
、

農
林

水
産

業
を

基
軸

と
し

て
産

業
を

活

性
化

さ
せ

ま
す

。
 

 

○
観

光
交

通
機

関
の

導
入

や
イ

ン
セ

ン

テ
ィ

ブ
ツ

ア
ー

等
の

誘
致

、
学

び
観

光

コ
ー

ス
の

開
設

等
に

加
え

、
「

海
の

京

都
」

の
よ

う
な

広
域

観
光

振
興

に
よ

り
、

質
の

高
い

観
光

へ
の

進
化

を
図

り
、

様
々

な
国

や
地

域
か

ら
京

都
に

人
々

が

訪
れ

る
よ

う
に

京
都

観
光

を
成

長
・

発

展
さ

せ
、

交
流

を
活

発
化

さ
せ

ま
す

。
 

○
経

営
基

盤
強

化
や

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

づ

く
り

に
よ

る
中

小
企

業
の

下
支

え
を

行
う

と

と
も

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
中

小
企

業
の

状
態

に

応
じ

て
、

下
支

え
か

ら
改

善
、

成
長

支
援

ま

で
一

貫
し

て
行

い
、

地
域

に
根

ざ
し

て
京

都

経
済

を
支

え
る

中
小

企
業

を
守

り
、

発
展

さ

せ
ま

す
。

 

 ○
地

域
に

根
ざ

し
た

商
店

街
の

新
た

な
活

性

化
を

進
め

ま
す

。
 

○
エ

コ
、

ラ
イ

フ
、

映
画

、
コ

ン
テ

ン
ツ

な
ど

世
界

経
済

の
成

長
分

野
を

軸
に

し
て

、
産

学
公

連
携

等
に

よ
る

研
究

・
技

術
開

発
を

進
め

、
京

都
の

特
性

を
い

か
し

た
ブ

ラ
ン

ド
産

業
を

育
成

す
る

な
ど

、
京

都
産

業
の

成
長

を
促

し
ま

す
。

 

○
伝

統
産

業
に

つ
い

て
、

技
術

の
伝

承
や

人
材

育
成

、
生

産
基

盤
整

備
、

販
路

開
拓

等
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
最

新
技

術
や

新
分

野
と

の
交

流
や

融
合

等
に

よ
り

、
現

在
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
や

感
性

に
合

っ
た

新
た

な
伝

統
産

業
の

創
出

を
進

め
ま

す
。

 

○
ジ

ェ
ト

ロ
等

と
の

連
携

を
強

化
し

、
世

界
と

の
産

業
交

流
を

進
め

ま
す

。
 

現 状 ・ 課 題  

対 応 方 向  

●
 京

都
に

は
、

伝
統

産
業

や
世

界
的

な
ハ

イ
テ

ク
企

業
が

数

多
く

集
積

し
、

も
の

づ
く

り
産

業
の

一
大

拠
点

を
形

成
し

て
お

り
、

オ
ー

ル
京

都
に

よ
る

産
業

育
成

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

と
し

て
、

平
成

2
3

年
に

「
京

都
産

業
育

成
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

」
を

設
立

し
、

京
都

の
次

代
を

担
う

産
業

育
成

を
進

め
て

い
ま

す
。

 

●
 製

造
業

の
多

く
が

成
熟

産
業

化
し

つ
つ

あ
る

中
で

、
世

界

的
な

ハ
イ

テ
ク

企
業

に
続

く
新

た
な

企
業

の
成

長
・

発
展

が
期

待
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

●
 京

都
に

は
、

映
画

・
映

像
、

マ
ン

ガ
・

ア
ニ

メ
、

ゲ
ー

ム

等
幅

広
い

高
水

準
の

コ
ン

テ
ン

ツ
が

揃
い

、
コ

ン
テ

ン
ツ

関
係

の
大

学
等

も
立

地
し

て
お

り
、

こ
う

し
た

強
み

を
い

か
し

て
、

ク
ロ

ス
メ

デ
ィ

ア
展

開
に

よ
る

新
産

業
創

出
等

に
取

り
組

む
こ

と
が

必
要

で
す

。
 

●
 国

民
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

変
化

や
担

い
手

不
足

等
に

よ

り
、

和
装

・
伝

統
産

業
は

需
要

の
低

迷
と

生
産

減
少

が
続

い
て

い
ま

す
が

、
一

方
で

着
や

す
い

着
物

の
提

案
や

ネ
ッ

ト
販

売
等

に
よ

り
、

業
績

を
拡

大
す

る
事

業
者

等
が

現
れ

て
い

ま
す

。
 

●
 京

都
舞

鶴
港

に
お

け
る

貿
易

取
扱

量
は

、
こ

こ
1

0
年

ほ
ど

で
倍

増
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

大
型

ク
ル

ー
ズ

客
船

等
の

寄
港

も
増

加
し

て
い

ま
す

。
 

●
 経

済
成

長
著

し
い

中
国

を
は

じ
め

と
す

る
ア

ジ
ア

や
欧

州

地
域

等
の

需
要

を
獲

得
す

る
た

め
、

戦
略

的
な

取
組

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

 
 

●
 緩

や
か

な
景

気
回

復
傾

向
が

続
い

て
お

り
、

京
都

企
業

の
倒

産
件

数
は

減
少

し
つ

つ
あ

り

ま
す

。
 

 ●
 グ

ロ
ー

バ
ル

な
競

争
が

激
化

す
る

中
で

、

中
小

企
業

や
地

場
産

業
が

競
争

に
打

ち
勝

つ

た
め

の
投

資
資

金
確

保
や

研
究

開
発

支
援

等

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

 ●
 大

型
店

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

販
売

、
宅

配

と
い

っ
た

販
売

チ
ャ

ン
ネ

ル
の

多
様

化
、

シ
ャ

ッ
タ

ー
店

舗
の

増
加

、
後

継
者

不
足

に

よ
る

魅
力

的
な

店
舗

の
減

少
等

に
よ

り
、

消

費
者

の
商

店
街

離
れ

が
続

い
て

い
ま

す
。

商

店
街

を
は

じ
め

と
す

る
ま

ち
な

か
の

に
ぎ

わ

い
の

喪
失

は
、

地
域

経
済

へ
の

影
響

だ
け

で

な
く

、
多

世
代

間
の

交
流

や
地

域
社

会
の

治

安
に

も
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
ま

す
。

 

●
 京

都
を

訪
れ

る
観

光
入

込
客

数
は

、

京
都

・
花

灯
路

や
京

の
七

夕
等

の
取

組

も
定

着
す

る
な

か
で

、
京

都
市

内
を

中

心
に

増
加

傾
向

に
あ

り
、

こ
う

し
た

動

き
を

府
域

全
体

へ
展

開
し

て
い

く
こ

と

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

 ●
 従

来
の

画
一

的
な

「
物

見
遊

山
」

型

観
光

か
ら

、
個

々
人

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ

せ
た

「
参

加
・

体
験

」
型

観
光

へ
と

観

光
ニ

ー
ズ

が
多

様
化

・
高

度
化

す
る

中
、

世
界

規
模

で
の

観
光

地
間

競
争

が
激

化

し
て

い
ま

す
。

 

 ●
 府

域
全

体
へ

の
観

光
誘

客
の

た
め

に
、

観
光

資
源

の
魅

力
の

向
上

と
と

も
に

、

交
通

ア
ク

セ
ス

等
の

イ
ン

フ
ラ

整
備

や

誘
客

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

、
観

光

産
業

の
担

い
手

と
な

る
人

材
の

育
成

等

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

●
 米

の
生

産
調

整
の

見
直

し
や

T
P

P
交

渉
な

ど

農
林

水
産

業
を

取
り

巻
く

状
況

は
大

き
な

過
渡

期

を
迎

え
て

お
り

、
国

際
化

が
進

展
す

る
中

で
今

ま

で
以

上
に

競
争

力
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

●
 農

林
水

産
物

の
産

地
間

競
争

や
消

費
低

迷
等

に
対

応
す

る
た

め
、

新
た

な
販

路
開

拓
や

新
商

品

開
発

な
ど

、
収

益
性

を
高

め
る

取
組

が
求

め
ら

れ

て
い

ま
す

。
 

●
 京

野
菜

や
黒

大
豆

・
小

豆
、

丹
波

く
り

、
丹

後
と

り
貝

等
の

「
京

の
ブ

ラ
ン

ド
産

品
」

全
体

の

販
売

額
は

近
年

、
伸

び
悩

み
傾

向
に

あ
り

、
新

た

な
展

開
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

●
 宇

治
茶

に
つ

い
て

は
、

日
本

を
代

表
す

る
高

級
ブ

ラ
ン

ド
と

し
て

広
く

流
通

し
て

い
ま

す
が

、

全
国

的
な

茶
価

低
迷

の
影

響
が

出
始

め
て

い
ま

す
。

 

●
 農

業
就

業
人

口
の

減
少

と
、

全
国

を
上

回
る

高
齢

化
が

進
行

す
る

中
、

将
来

を
担

う
若

者
が

魅

力
を

感
じ

る
農

業
の

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

創
出

が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
 

●
京

都
の

山
を

未
来

に
お

い
て

受
け

継
い

で
い

く

た
め

に
も

、
林

業
が

産
業

と
し

て
成

り
立

っ
て

い

け
る

し
く

み
づ

く
り

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。
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（
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産
業
革

新
・
中
小

企
業
育
成

○
中
小
企
業
寄
り
添
い
・
育
成
支
援
シ
ス
テ
ム
（
京
都
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
）
に
よ
り
中
小

企
業
の
振
興
を
支
え
つ
つ
、
エ
コ
、
ラ
イ
フ
、
映
画
、
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
、
京
都
の
特
徴
を
い
か
し
た

産
業
別
の
産
学
公
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
振
興
を
図
る
「
企
業
の
森
」
構
想
を

実
現
し
ま
す
。

○
中
小
企
業
の
「
知
恵
」
を
い
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
「
き
ょ
う
と
元
気
な
地
域
づ
く
り
応
援
フ
ァ
ン
ド
」

等
で
支
援
し
、
知
恵
産
業
の
ま
ち
・
京
都
の
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
オ
ー
ル
京
都
体
制
で
創
設
し
た
「
京
都
産
業
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
活
用
し
、
エ
コ
、
ラ
イ
フ
、

映
画
、
コ
ン
テ
ン
ツ
、
情
報
、
試
作
な
ど
次
代
を
担
う
産
業
の
育
成
や
、
中
小
企
業
の
創
業
・
成
長
等

を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

○
独
創
性
の
あ
る
環
境
対
応
型
の
技
術
の
発
掘
や
京
都
な
ら
で
は
の
エ
コ
製
品
の
認
定
か
ら
実
用
化
・
販

路
開
拓
等
を
一
貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
企
業
の
環
境
分
野
へ
の
進
出
を
支
援
し
ま
す
。

○
映
画
産
業
等
の
集
積
を
い
か
し
、
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
京
都
ク
ロ
ス
メ

デ
ィ
ア
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
や
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
京
都
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
活
用
し
て
、
映

画
・
映
像
、
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
各
ジ
ャ
ン
ル
同
士
や
、
観
光
、
教
育
、
ラ
イ
フ
、
サ

イ
エ
ン
ス
な
ど
異
分
野
と
の
交
流
・
融
合
、
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
を
進
め
ま
す
。

○
映
画
、
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
専
門
的
な
人
材
の
育
成
や
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
行
う
人
材
バ
ン
ク
の
創
設
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
産
業
集
積
の
更
な
る
拡
大
と
発
展
を
図
る
た
め
、
エ
コ
や
ラ
イ
フ
な
ど
の
成
長
産
業
の
集
積
促
進
や
産

学
公
連
携
に
よ
る
中
小
企
業
の
新
分
野
進
出
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
等
を
推
進
し
ま
す
。

○
人
口
当
た
り
日
本
一
の
大
学
設
置
数
を
誇
る
京
都
の
特
性
を
最
大
限
い
か
し
、
京
都
市
域
か
ら
関
西
文

化
学
術
研
究
都
市
に
至
る
地
域
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
か
ら
中
小
企
業
、
大
企
業
ま
で
が
連
携
し
て
新
た
な
産

業
展
開
を
図
る
「
京
都
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ベ
ル
ト
構
想
」
を
推
進
し
ま
す
。

○
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
な
ど
京
都
が
誇
る
最
先
端
の
科
学
技
術
等
を
活
用
し
、
「
国
家
戦
略
特
区
」
制
度
の
も
と

で
、
国
や
関
西
、
大
学
、
企
業
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
研
究
開
発
成
果
の
事
業
化
を
最
速
で
行
う
「
医

療
・
ラ
イ
フ
分
野
の
国
際
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
」
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
「
関
西
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
際
戦
略
総
合
特
区
」
に
お
い
て
、
関
西
の
強
み
で
あ
る
医
療
・
医
薬
、

バ
ッ
テ
リ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
今
後
、
ア
ジ
ア
等
で
大
き
な
課
題
と
な
る

高
齢
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
等
に
的
確
に
対
応
で
き
る
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ
ス
の
提
供
や
市
場
展
開
を

後
押
し
す
る
し
く
み
を
構
築
し
ま
す
。

○
オ
ー
ル
京
都
が
一
丸
と
な
っ
て
京
都
経
済
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、
京
都
の
経
済
団
体

等
が
１
箇
所
に
集
う
経
済
中
核
施
設
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

京
都
の
特
性
を
い
か
し
た
ブ
ラ
ン

ド
産
業
を
育
成
す
る
こ
と

異
分
野
・
異
業
種
の
交
流
や
連
携

に
よ
り
、
多
様
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
取
組
が
進
む
こ
と
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○
「
伝
統
技
術
」
と
「
最
新
技
術
」
を
組
み
合
わ
せ
、
新
し
い
製
品
や
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
等
に
よ
り
伝
統

産
業
を
再
生
す
る
取
組
を
公
募
す
る
「
新
世
紀
伝
統
産
業
ル
ネ
サ
ン
ス
事
業
」
を
展
開
し
ま
す
。

○
西
陣
織
の
力
織
機
や
陶
器
・
漆
器
製
作
用
の
筆
、
刷
毛
な
ど
、
事
業
継
続
に
不
可
欠
な
設
備
の
更
新
や

道
具
類
の
確
保
を
支
援
す
る
伝
統
産
業
の
生
産
基
盤
支
援
事
業
に
よ
り
伝
統
・
地
場
産
業
の
生
産
基
盤

を
守
り
ま
す
。

○
「
伝
統
産
業
の
新
時
代
を
拓
く
拠
点
」
と
し
て
、
堀
川
地
区
に
お
け
る
「
西
陣
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
セ

ン
タ
ー
」
や
「
日
本
文
化
財
保
存
修
復
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
、
伝
統
産
業
の
新
し
い
時
代
を
担
う
若

手
職
人
の
育
成
や
仕
事
づ
く
り
、
販
路
開
拓
等
を
支
援
し
ま
す
。

○
京
都
新
光
悦
村
と
「
西
陣
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
拠
点
と
し
て
、
職
人
と
芸
術
家
の
創
作

活
動
を
支
援
し
、
ク
ー
ル
京
都
ブ
ラ
ン
ド
を
創
造
し
ま
す
。

○
「
ク
ー
ル
京
都
」
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
デ
ザ
イ
ン
力
と
技
術
力
、
文
化
力
を
い
か
し
た
新
し
い
伝
統
産

業
を
創
造
し
、
日
本
映
画
発
祥
の
地
・
太
秦
や
ゲ
ー
ム
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ア
ニ
メ
な
ど
の
資
源
を
い
か
し

て
、
文
化
産
業
の
ル
ネ
サ
ン
ス
を
実
現
し
ま
す
。

○
京
都
老
舗
の
会
と
連
携
し
、
家
訓
の
再
評
価
、
経
営
哲
学
の
研
究
、
社
会
貢
献
活
動
の
実
践
な
ど
、
老

舗
の
力
を
活
用
し
た
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

○
和
装
・
伝
統
産
業
の
次
世
代
へ
の
継
承
を
図
る
た
め
、
着
物
を
着
用
す
る
機
会
の
創
出
を
総
合
的
に
推

進
し
ま
す
。

○
伝
統
工
芸
品
や
生
活
雑
貨
等
で
海
外
展
開
し
て
い
る
企
業
と
連
携
し
、
京
都
ブ
ラ
ン
ド
の
市
場
開
拓
を

推
進
し
ま
す
。

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
等
に
お

け
る
文
化
学
術
研
究
機
関
等
の
立

地
が
増
え
る
こ
と

○
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
に
お
い
て
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
づ
く
り
に
向
け
た
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
の
展
開

を
図
る
と
と
も
に
、
最
先
端
の
研
究
者
や
企
業
を
呼
び
込
む
た
め
に
未
整
備
ク
ラ
ス
タ
ー
の
整
備
を
は

じ
め
魅
力
的
な
研
究
・
生
活
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

府
内
企
業
に
よ
る
輸
出
拡
大
や
海

外
企
業
の
府
内
投
資
が
進
む
こ
と

○
ジ
ェ
ト
ロ
京
都
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
中
小
企
業
の
海
外
販
路
開
拓
の
支
援
や
海
外
企
業
の
誘
致
等

に
取
り
組
み
ま
す
。

○
中
国
・
上
海
市
に
設
置
し
た
｢
京
都
府
上
海
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
｣
を
拠
点
に
、
府
内
企
業
の

中
国
を
は
じ
め
と
し
た
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
海
外
展
開
を
支
援
し
ま
す
。

○
イ
タ
リ
ア
・
ト
ス
カ
ー
ナ
州
や
フ
ラ
ン
ス
・
バ
ス
＝
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
州
と
の
経
済
交
流
協
定
に
基
づ
く

交
流
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
海
外
で
の
展
示
会
へ
の
出
展
支
援
な
ど
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

を
創
出
し
ま
す
。

京
都
の
特
性
を
い
か
し
た
ブ
ラ
ン

ド
産
業
を
育
成
す
る
こ
と

伝
統
産
業
や
生
活
文
化
産
業
が
新

た
な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と

世
界
と
の
産
業
交
流
を
進
め
る
こ

と
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日
本
海
側
拠
点
港
に
選
定
さ
れ
た

京
都
舞
鶴
港
を
通
じ
た
交
易
が
活

発
化
す
る
こ
と

○
日
本
海
側
拠
点
港
に
選
定
さ
れ
た
京
都
舞
鶴
港
を
核
と
し
た
国
際
ラ
ン
ド
ブ
リ
ッ
ジ
を
形
成
し
、
成
長

著
し
い
中
国
東
北
部
や
ロ
シ
ア
極
東
部
等
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
物

流
・
人
流
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
航
路
の
拡
充
や
埠
頭
の
整
備
、
国
際
ク
ル
ー
ズ
の
誘
致
拡
大
に
取
り

組
み
ま
す
。

○
中
小
企
業
寄
り
添
い
・
育
成
支
援
シ
ス
テ
ム
（
京
都
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
）
に
よ
り
、
経

営
相
談
、
金
融
支
援
、
新
分
野
進
出
支
援
等
を
一
体
的
に
実
施
し
ま
す
。

○
補
助
金
と
融
資
制
度
を
統
合
さ
せ
、
試
作
、
開
発
、
設
備
投
資
、
販
路
開
拓
に
つ
い
て
、
一
気
通
貫
の

「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
メ
ニ
ュ
ー
支
援
制
度
」
を
創
設
し
ま
す
。

○
「
中
小
企
業
下
支
え
融
資
」
の
創
設
な
ど
中
小
企
業
金
融
支
援
を
拡
充
し
、
中
小
企
業
の
経
営
を
守
り

ま
す
。

○
す
べ
て
の
中
小
企
業
の
振
興
を
め
ざ
す
「
中
小
企
業
応
援
条
例
」
に
基
づ
き
、
原
材
料
費
の
高
騰
等
に

苦
し
む
中
小
企
業
を
下
支
え
す
る
た
め
、
中
小
企
業
応
援
隊
に
よ
る
経
営
改
善
へ
の
支
援
を
行
う
ほ

か
、
機
器
更
新
等
の
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
ま
で
、
中
小
企
業
の
固
定
費
の
削
減
の
取
組
を
幅
広
く
支
援

し
ま
す
。

○
中
小
企
業
応
援
隊
に
よ
る
伴
走
支
援
等
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
業
績
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
中
小
企
業
交
流
セ
ン
タ
ー
、
中
小
企
業
人
財
大
学
校
、
伴
走
育
成
型
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
よ
り
、

包
括
的
に
中
小
企
業
支
援
を
展
開
し
ま
す
。

○
「
事
業
継
続
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
取
組
を
更
に
拡
大
し
、
事
業
継
承
に
関
す
る
特
別
融
資
の
創
設
や
後

継
者
育
成
事
業
な
ど
、
中
小
企
業
の
事
業
継
承
へ
の
支
援
を
総
合
的
に
進
め
ま
す
。

○
「
京
都
産
業
2
1
」
、
「
中
小
企
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」
、
「
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
京
都
」
の
３
つ

に
つ
い
て
、
現
場
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
体
制
の
強
化
を
進
め
る
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
構
想
」
を
推
進
し
ま
す
。

○
ス
イ
ー
ツ
や
小
物
、
花
や
文
具
・
衣
料
な
ど
こ
だ
わ
り
に
取
り
組
む
商
店
を
支
援
す
る
「
こ
だ
わ
り
商

店
街
」
、
個
性
を
い
か
し
た
取
り
組
み
を
行
う
「
一
商
一
特
商
店
街
」
、
高
齢
者
の
見
守
り
や
子
育
て

支
援
に
よ
っ
て
地
域
の
維
持
に
貢
献
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
商
店
街
」
な
ど
特
徴
あ
る
商
店
街
振
興
を

行
い
ま
す
。

○
商
店
街
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
応
じ
て
、
民
間
企
業
と
の
連
携
強
化
や
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス

団
体
等
と
の
協
働
と
い
っ
た
外
部
の
力
の
導
入
に
よ
る
商
店
街
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
ま

す
。

地
域
に
根
ざ
し
て
京
都
産
業
を
支

え
る
中
小
企
業
を
守
り
、
育
成
・

発
展
さ
せ
る
こ
と

特
色
あ
る
多
様
な
中
小
企
業
が
育

ち
、
発
展
す
る
こ
と
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○
地
域
の
条
件
や
特
性
に
応
じ
た
戦
略
的
な
企
業
誘
致
を
推
進
し
、
安
定
し
た
雇
用
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
産
業
活
性
化
や
地
域
特
性
を
い
か
し
た
産
業
集
積
を
図
り
ま
す
。

○
「
き
ょ
う
と
元
気
な
地
域
づ
く
り
応
援
フ
ァ
ン
ド
」
や
「
き
ょ
う
と
農
商
工
連
携
応
援
フ
ァ
ン
ド
」
等

を
活
用
し
、
地
域
資
源
を
い
か
し
た
特
色
あ
る
創
業
や
円
滑
な
事
業
継
承
へ
の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

○
建
設
工
事
の
府
内
企
業
発
注
を
徹
底
し
、
災
害
対
応
や
除
雪
な
ど
、
地
域
の
安
心
・
安
全
を
支
え
る
建

設
業
の
確
保
・
育
成
を
図
り
ま
す
。

京
都
観
光
を
成
長
・
発
展
さ
せ
、

交
流
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と

○
歴
史
文
化
観
光
を
は
じ
め
、
ジ
オ
パ
ー
ク
観
光
、
グ
ル
メ
観
光
、
き
も
の
観
光
、
も
の
づ
く
り
観
光
、

ス
ポ
ー
ツ
観
光
な
ど
、
府
域
の
北
か
ら
南
ま
で
、
京
都
の
魅
力
を
満
喫
で
き
る
「
新
し
い
京
の
旅
事

業
」
を
展
開
し
ま
す
。

○
交
通
基
盤
の
整
備
効
果
を
い
か
し
、
京
都
の
北
部
か
ら
南
部
を
つ
な
ぐ
新
た
な
観
光
コ
ー
ス
を
造
成
し

ま
す
。

○
京
都
観
光
の
新
た
な
柱
と
し
て
地
域
密
着
型
の
ス
ポ
ー
ツ
観
光
を
育
成
す
る
た
め
、
府
内
各
地
域
で
地

域
資
源
を
い
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
観
光
の
聖
地
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
国
の
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
関
西
広
域
連
合
の
も
と
で
東
南
ア

ジ
ア
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
「
ビ
ジ
ッ
ト
K
A
N
S
A
Iキ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
「
K
A
N
S
A
I国
際
観
光

Y
E
A
R
」
を
展
開
し
ま
す
。

○
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
や
企
業
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
等
の
誘
致
等
に
よ
り
、
京
都
を
訪
れ
る
観
光
客
や

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
を
増
や
し
ま
す
。

○
観
光
客
な
ど
京
都
を
訪
れ
た
方
が
快
適
に
情
報
通
信
網
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、
W
i-
F
i環
境
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

農
林
水
産
業
を
基
軸
と
し
て
産
業

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

農
林
水
産
業
の
将
来
を
担
う
人
材

が
育
つ
こ
と

○
農
業
大
学
校
、
林
業
大
学
校
に
お
い
て
次
世
代
を
担
う
農
林
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
丹

後
農
業
実
践
型
学
舎
な
ど
地
域
と
連
携
し
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

○
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
を
1
0
次
産
業
化
の
拠
点
「
丹
後
食
の
王
国
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
」
と
し
て
、
丹

後
食
材
等
の
栽
培
、
調
理
・
サ
ー
ビ
ス
、
加
工
・
販
売
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
実
践
的
な
研
修
・
訓

練
等
に
よ
り
、
食
産
業
を
支
え
る
総
合
人
材
を
育
成
す
る
場
と
し
て
充
実
を
図
り
ま
す
。

○
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
農
家
支
援
制
度
」
に
よ
り
専
業
農
家
や
兼
業
農
家
、
週
末
農
家
な
ど
、
様
々
な
農

家
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
支
援
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

○
農
地
中
間
管
理
機
構
を
核
に
新
規
就
農
者
や
中
核
的
担
い
手
へ
農
地
集
積
を
図
り
、
力
強
い
農
業
構
造

へ
の
転
換
を
進
め
ま
す
。

府
内
各
地
へ
の
産
業
立
地
が
進

み
、
雇
用
が
創
出
さ
れ
、
地
場
産

業
が
活
性
化
す
る
こ
と

京
都
観
光
の
競
争
力
が
向
上
し
、

交
流
が
拡
大
す
る
こ
と

地
域
に
根
ざ
し
て
京
都
産
業
を
支

え
る
中
小
企
業
を
守
り
、
育
成
・

発
展
さ
せ
る
こ
と
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○
「
京
都
ア
グ
リ
2
1
」
を
活
用
し
、
人
材
育
成
や
新
規
就
農
者
の
定
着
、
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
、
法
人
化
、

農
業
参
入
を
支
援
す
る
総
合
的
な
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

○
林
業
従
事
者
の
確
保
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
「
林
業
の
星
」
と
し
て
若
手
の
育
成
を
進
め
ま

す
。

○
新
た
に
創
設
さ
れ
た
「
海
の
民
学
舎
」
を
活
用
し
、
次
世
代
の
水
産
業
を
担
う
優
れ
た
人
材
を
育
成
し

ま
す
。

○
競
争
力
の
あ
る
農
家
を
育
成
し
、
売
上
2
,0
0
0
万
円
の
農
企
業
者
や
年
商
１
億
円
の
経
営
体
を
増
や

し
ま
す
。

○
農
山
村
の
活
性
化
を
図
り
水
田
を
守
る
た
め
、
酒
米
・
家
畜
飼
料
米
や
競
争
力
の
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
京
野

菜
へ
の
転
換
を
め
ざ
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
総
合
支
援
体
制
に
よ
る
「
新
京
力
農
場
づ
く
り
」
を
進

め
ま
す
。

○
京
野
菜
に
含
ま
れ
る
機
能
性
成
分
な
ど
「
健
康
京
野
菜
」
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
や
、
産
学
公
連
携
に
よ
る
新

品
種
の
育
成
な
ど
京
の
ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
一
層
の
充
実
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
流
通
・
販

売
戦
略
に
よ
り
、
府
内
産
農
林
水
産
物
の
販
売
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
「
和
食
」
の
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
好
機
と
と
ら
え
、
京
都
の
食
文
化
と
合
わ
せ
て
、
京
都
産
和
牛
肉

を
は
じ
め
と
し
た
農
林
水
産
物
や
加
工
品
の
輸
出
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
京
都
を
訪
れ
る
国
内

外
の
観
光
客
に
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

○
「
京
の
こ
だ
わ
り
畜
産
物
生
産
農
場
」
の
登
録
を
推
進
し
、
安
心
・
安
全
で
こ
だ
わ
り
の
畜
産
物
を
国

内
外
に
発
信
し
ま
す
。

○
養
殖
を
は
じ
め
と
し
た
つ
く
り
育
て
る
漁
業
等
を
推
進
し
ま
す
。

○
産
地
が
食
品
製
造
業
や
外
食
産
業
と
連
携
し
、
川
下
（
消
費
者
）
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
「
京
都
６
次
産

業
1
0
0
億
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
ま
す
。

○
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
を
拠
点
に
、
丹
後
の
生
産
者
や
食
品
加
工
業
者
と
連
携
し
て
、
丹
後
の
食
材
の
販

路
拡
大
に
向
け
た
製
品
開
発
・
製
造
と
P
R
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

○
府
内
産
農
林
水
産
物
を
学
ん
だ
り
、
食
べ
た
り
で
き
る
京
野
菜
ラ
ン
ド
直
売
所
の
拡
大
・
機
能
充
実
を

進
め
ま
す
。

○
「
地
域
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
」
や
「
き
ょ
う
と
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
よ
り
、
農
業
者
や

商
工
業
者
等
が
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
情
報
等
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
農
商
工
連
携
や
６
次
産
業
化
に

よ
る
商
品
開
発
や
販
路
開
拓
等
を
総
合
的
に
支
援
す
る
こ
と
で
、
京
都
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
い
か
し
た
農

業
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
へ
と
つ
な
げ
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
産
品
な
ど
農
林
水
産
物

の
生
産
・
販
売
が
拡
大
す
る
こ
と

６
次
産
業
化
等
が
進
み
、
農
林
水

産
物
の
新
た
な
価
値
が
創
出
さ
れ

る
こ
と
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循
環
型
林
業
の
し
く
み
が
構
築
さ

れ
る
こ
と

○
経
営
力
の
あ
る
森
林
組
合
、
林
業
事
業
体
の
育
成
や
、
今
後
の
需
要
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直

交
集
成
材
）
な
ど
の
大
型
加
工
施
設
の
誘
致
を
進
め
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
や
住
宅
等
へ
の
府
内
産

材
の
利
用
促
進
な
ど
、
川
上
か
ら
川
下
（
生
産
か
ら
消
費
）
ま
で
の
循
環
型
林
業
を
め
ざ
す
「
京
都
林

業
ル
ネ
サ
ン
ス
事
業
」
を
展
開
し
ま
す
。
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（
５

）
交

流
連

帯
　

 府
域

の
内

外
を

快
適

に
移

動
し

た
り

、
情

報
を

や
り

と
り

で
き

、
世

界
中

か
ら

人
々

が
集

い
交

わ
る

京
都

へ

現 状 ・ 課 題  

○
い

つ
で

も
、

ど
こ

で
も

、
だ

れ
も

が
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
利

便
性

を
享

受
で

き
る

高
度

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
社

会
に

ふ
さ

わ
し

い
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
環

境
整

備
や

利
活

用
を

推
進

し
、

暮
ら

し
の

中
で

情
報

の
交

流
を

し
や

す
く

し
ま

す
。

 

○
大

規
模

災
害

等
に

備
え

る
た

め
の

リ
ダ

ン
ダ

ン
シ

ー
の

確
保

や
、

将
来

に
わ

た
っ

て
活

力
あ

る
日

本
を

形
成

す
る

た
め

、
日

本
海

国
土

軸
の

形
成

を
進

め
る

と
と

も
に

太
平

洋
国

土
軸

と
の

連
携

を
強

化
し

ま
す

。
 

○
交

流
促

進
に

つ
な

が
る

道
路

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

鉄
道

の
利

便
性

を
向

上
す

る
な

ど
、

府
域

の
均

衡
あ

る
発

展
を

実
現

す
る

た
め

の
社

会
基

盤
の

整
備

を
推

進
し

、

府
域

の
内

外
を

移
動

し
や

す
く

し
ま

す
。

 

ま
た

、
そ

れ
ら

を
い

か
し

て
物

流
を

活
発

化
さ

せ
ま

す
。

 

 ○
府

民
の

支
援

と
協

力
の

も
と

に
公

共
交

通
機

関
の

利
用

拡
大

を
図

り
、

暮
ら

し
の

足
を

確
保

し
ま

す
。

 

○
京

都
迎

賓
館

の
有

効
活

用
や

国
際

会
議

場
等

の

整
備

を
進

め
、

世
界

の
優

れ
た

人
材

が
京

都
に

集

ま
る

よ
う

に
し

ま
す

。
 

対 応 方 向  

●
 京

都
縦

貫
自

動
車

道
の

全
線

開
通

が
実

現
す

る
な

ど
、

高
速

道
路

の
ミ

ッ
シ

ン
グ

リ
ン

ク
（

不
連

続
箇

所
）

の
解

消
が

進
む

と
と

も
に

、
鉄

道
の

高
速

化
・

複
線

化
等

も
着

実
に

進
展

し
て

お
り

、
物

流
活

性
化

の
取

組
等

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

 ●
 過

疎
地

域
等

に
お

い
て

、
人

口
減

少
等

に
よ

り
多

く
の

公
共

交
通

機
関

の
採

算
が

厳
し

く
な

る
中

、
路

線
廃

止
等

に
よ

り
、

高
齢

者
や

子
ど

も
の

移
動

手
段

を
確

保
で

き
な

い
地

域
が

出
て

き
て

い
ま

す
。

 

 

●
 東

日
本

大
震

災
で

は
、

被
災

し
た

太
平

洋

側
道

路
の

代
替

と
し

て
日

本
海

側
道

路
が

利

用
さ

れ
る

な
ど

、
リ

ダ
ン

ダ
ン

シ
ー

（
交

通

や
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
施

設
の

多
重

化
等

）
の

確

保
が

重
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

京
都

府
は

、

関
西

圏
で

唯
一

の
日

本
海

側
拠

点
港

で
あ

る

京
都

舞
鶴

港
を

有
し

て
お

り
、

大
規

模
災

害

時
等

に
は

太
平

洋
側

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
機

能

を
果

た
せ

る
よ

う
備

え
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

 

 

●
 ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

や
携

帯
電

話
、

地
上

デ
ジ

タ
ル

放
送

等
の

情
報

通
信

基
盤

の
整

備
に

伴
い

、

情
報

の
交

流
の

ツ
ー

ル
と

し
て

情
報

通
信

技
術

（
Ｉ

Ｃ
Ｔ

）
が

ま
す

ま
す

重
要

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 

●
 京

都
に

お
け

る
国

際
会

議
の

開
催

件
数

は
増

加

傾
向

に
あ

り
、

そ
れ

ら
の

機
会

を
十

分
に

活
用

し
、

国
際

交
流

の
更

な
る

拡
大

に
つ

な
げ

て
い

く
こ

と

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

 

 ●
 国

際
交

流
の

拠
点

と
な

る
施

設
の

整
備

や
、

海

外
の

機
関

と
の

提
携

・
連

携
の

促
進

、
人

的
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
な

ど
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
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○
府
県
の
連
携
等
に
よ
り
、
関
西
全
体
で
首
都
機
能
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
構
造
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

○
新
名
神
高
速
道
路
や
日
本
海
側
国
土
軸
で
あ
る
山
陰
近
畿
自
動
車
道
な
ど
、
府
域
の
骨
格
を
な
す
高
速

道
路
等
の
整
備
を
加
速
し
、
未
完
区
間
の
早
期
解
消
を
図
り
ま
す
。

○
国
家
百
年
の
計
に
立
っ
て
東
京
一
極
集
中
の
是
正
と
日
本
の
再
生
・
成
長
を
促
進
す
る
た
め
、
北
陸
新

幹
線
に
つ
い
て
は
大
阪
ま
で
の
早
期
開
通
を
図
る
と
と
も
に
、
フ
ル
規
格
に
よ
る
整
備
に
も
努
め
て
い

き
ま
す
。

○
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
大
阪
同
時
開
業
と
最
も
効
果
的
で
経
済
的
な
ル
ー
ト
の
選
定
を
め
ざ
し
、
関
西

国
際
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
改
善
も
含
め
、
京
都
誘
致
に
つ
い
て
取
組
を
進
め
ま
す
。

○
京
都
舞
鶴
港
等
を
活
用
し
て
、
日
本
海
沿
岸
及
び
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
を
結
ぶ
L
N
G
（
液
化
天
然

ガ
ス
）
安
定
供
給
の
た
め
の
設
備
（
L
N
G
基
地
や
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）
の
整
備
を
国
に
働
き

か
け
ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の
高
速
化
・
複
線
化
第
２
期
事
業
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
・
沿
線
市
町
と
連
携
し
な
が

ら
進
め
る
と
と
も
に
、
沿
線
道
路
の
渋
滞
対
策
や
駅
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
高
速
化
・
複
線
化
構
想
を
は
じ
め
、
府
内
鉄
道
網
の
整
備
に
向
け
た
調
査
・
研
究
を

行
い
ま
す
。

○
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
港
湾
、
鉄
道
の
駅
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
整
備
な
ど
、
交
通
基
盤
の
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

○
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
や
木
津
川
右
岸
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
等
を
推
進
し
ま
す
。

○
美
し
い
日
本
海
を
臨
む
海
岸
道
路
の
整
備
を
進
め
、
「
丹
後
半
島
一
周
京
都
の
新
海
遊
ル
ー
ト
」
を
完

成
し
、
丹
後
半
島
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

○
鉄
道
の
駅
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
中
心
に
周
辺
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
市
町
村
と
連
携
し
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
移
動
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
な
ど
、
徒
歩
や
公
共
交
通
等
で
移
動
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

○
京
都
縦
貫
自
動
車
道
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、
「
丹
波
Ｐ
Ａ
（
仮
称
）
」
と
一
体
と

な
っ
た
地
域
振
興
拠
点
の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

快
適
に
移
動
が
で
き
、
移
動
に
か

か
る
所
要
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
こ

と

国
内
外
の
交
流
を
支
え
る
社
会
基

盤
の
整
備
を
進
め
る
こ
と

首
都
機
能
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
構
造

や
多
重
・
分
散
型
国
土
軸
を
形
成

す
る
こ
と

国
土
軸
を
構
成
す
る
道
路
・
鉄

道
・
港
湾
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
整
備
等
が
進
展
す
る
こ

と

（
５
）

交
流
連
帯
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整
備
さ
れ
た
社
会
基
盤
を
い
か
し

て
物
流
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と

国
際
的
な
物
流
拠
点
等
の
整
備
が

進
展
す
る
こ
と

○
京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
全
線
開
通
を
契
機
と
し
て
、
日
本
海
側
の
拠
点
港
で
あ
る
京
都
舞
鶴
港
を
核
と

し
、
対
岸
諸
国
と
太
平
洋
側
地
域
と
を
結
ぶ
北
部
地
域
に
お
け
る
新
た
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

や
、
新
名
神
高
速
道
路
の
整
備
等
を
見
据
え
た
南
部
地
域
に
お
け
る
新
た
な
商
業
・
物
流
拠
点
の
構
築

を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

○
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）
の
上
下
分
離
方
式
に
よ
る
事
業
再
編
を
行
う
と
と
も
に
、
保
有
全
車

両
に
つ
い
て
「
乗
り
た
い
列
車
化
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
」
を
実
施
し
、
抜
本
的
な
経
営
改
善
と
大
幅
な

利
用
拡
大
を
図
り
ま
す
。

○
バ
ス
路
線
の
維
持
や
中
山
間
地
域
等
の
不
採
算
地
域
に
お
け
る
公
共
交
通
手
段
の
確
保
の
た
め
の
取
組

を
市
町
村
と
と
も
に
地
域
公
共
交
通
会
議
等
を
通
じ
て
推
進
し
ま
す
。

○
鉄
道
不
便
地
域
の
道
路
、
災
害
時
等
の
緊
急
輸
送
道
路
、
医
療
施
設
や
観
光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
、

地
域
間
の
連
携
を
強
化
す
る
道
路
な
ど
、
住
民
生
活
に
不
可
欠
な
道
路
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

○
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
情
報
を
取
得
・
発
信
し
、
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
支
援
等
を
通
じ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

○
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
健
康
・
医
療
等
の
様
々
な
分
野
で
、
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
か
つ
適
切
に
取

り
入
れ
な
が
ら
、
産
学
公
連
携
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
政
策
形
成
段
階
か
ら
の
府
民
参
画
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
よ
る
防
災
情

報
等
の
迅
速
な
共
有
を
進
め
ま
す
。

○
京
都
迎
賓
館
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
国
際
会
議
場
等
の
整
備
を
図
り
、
大
規
模
国
際
会
議

の
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
京
都
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
エ
キ
ス
ポ
の
開
催
や
見
本
市
へ
の
出
展
等
を
進
め
る
ほ
か
、
関
西
文
化
学
術
研

究
都
市
等
と
ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
と
す
る
海
外
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
等
と
の
戦
略
的
提
携
・
連
携
を
拡

大
し
ま
す
。

暮
ら
し
の
中
で
情
報
の
交
流
を
し

や
す
く
す
る
こ
と

府
域
全
体
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
が

進
む
こ
と

世
界
に
開
か
れ
、
世
界
と
つ
な
が

る
京
都
を
つ
く
る
こ
と

文
化
・
芸
術
、
学
問
、
ス
ポ
ー

ツ
、
産
業
な
ど
様
々
な
分
野
で
の

国
際
交
流
が
盛
ん
に
な
る
こ
と

暮
ら
し
の
足
を
確
保
す
る
こ
と

府
域
全
体
で
生
活
交
通
の
維
持
確

保
が
進
む
こ
と
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それぞれの地域が「みやこ」となるよう夢のある地域構想が展開する京都へ 

（６） 希望に輝く地域づくり 

 

東京をはじめとする大都市に企業や人口が集中する一方、地方では、企業や工場の撤

退に伴い、若者を中心に就業機会を求める人々の都市部への流出に歯止めがかからず、

社会問題となっています。 

特に、府北部地域や相楽東部地域では、人口流出が著しく、出生数の減少と相まって

人口減少に拍車をかけており、地域の活性化、交流人口の増加を定住人口の増加につな

げていくことが強く求められています。 

このような中、京都府では、すべての地域がその個性や資源を最大限にいかせるよう

な夢のある構想として 15の「みやこ構想」を提示するとともに、府内４つの広域振興局

がそれぞれ策定する「地域振興計画」の主要プロジェクトに位置付けています。平成 26

年度からは「みやこ構想」のセカンドステージが始まっており、構想ごとの成果をうま

くつなぎ合わせることによって、相乗効果を発揮させ、地域の魅力や活力を高めていき

ます。 

また、京都市域を舞台に京都府が展開する構想を「中期計画」に位置付け、「中期計画」

と４つの「地域振興計画」を一体的に推進することにより、府域の北から南まで、すべ

ての地域が活力ある「みやこ」として輝くことができるような地域づくりを進めていき

ます。 

更に、こうした「みやこ構想」の進展を踏まえ、広域的に地域のコンセプトを明確に

した「海の京都」「森の京都」「お茶の京都」づくりの３つの京都プロジェクトや、国家

戦略特区等の取組を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本海観光構想 

＜丹後地域振興計画＞ 

京都舞鶴港ランドブリッジ構想 

＜中丹地域振興計画＞ 

京都丹波「食と森の交流の都」構想 

＜南丹地域振興計画＞ 

丹後・食の王国構想 

＜丹後地域振興計画＞ 

由良川里山回廊構想 

＜中丹地域振興計画＞ 

新京都伝統工芸ビレッジ構想 

＜南丹地域振興計画＞ 
北山文化環境ゾーン構想 

＜中期計画＞ 

知恵産業首都構想 

＜中期計画＞ 

宇治茶の郷づくり構想 

＜山城地域振興計画＞ 

学術研究・未来の都構想 

＜山城地域振興計画＞ 

京都クロスメディアパーク構想 

＜中期計画＞ 

環境・アグリバイオパーク構想 

＜山城地域振興計画＞ 

京都イノベーションベルト構想 

＜山城地域振興計画＞ 

北京都ものづくり拠点構想 

＜中丹地域振興計画＞ 

京都乙訓ダイナミックシティーズ構想 

＜山城地域振興計画＞ 

海の京都 
＜丹後地域振興計画＞ 

＜中丹地域振興計画＞ 

 

 
森の京都 

＜中丹地域振興計画＞ 

＜南丹地域振興計画＞ 

 

 

 

お茶の京都 
＜山城地域振興計画＞ 
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【みやこ構想】 

① 丹後・食の王国構想 

丹後・食の王国構想のもと、丹後の豊かな食材をいかし、高品質でブランド力の

高い商品の開発など、食関連ビジネスの創出等を進めます。 

 

＜目標像＞  

京都「丹後」に行けば、四季折々の季節を感じる旬の野菜、新鮮な魚等を味わ

うことができるというイメージが全国で定着し、丹後の食を味わうために多くの

人々が丹後を訪れるとともに、「食関連産業」が地域経済を牽引する新たな産業

として成長し、地域に定着する若者が年々増えていること 

 

＜重点事業＞  

○丹後「食」10次産業化の展開 

「丹後あじわいの郷」を 10 次産業化（生産･加工･販売等６次＋人材育成４

次）拠点として活用し丹後食材等の栽培、調理・サービス、加工･販売、マー

ケティング等の実践的な研修･訓練等により食産業を支える総合人材を育成す

るとともに、丹後食材を活用した新商品開発等を展開 

○「食」関連産業の一大集積地の形成 

「海の京都」構想とも連動し、丹後特産の海の幸、旬の野菜、フルーツやス

イーツ、地酒やワイン等を観光客等に提供する飲食店や販売店の立地を促進す

るとともに、食の王国として一体的なプロモーションを展開 

 

 

② 日本海観光構想 

山陰海岸ジオパークや天橋立等の自然、伊根の舟屋、ちりめん街道等のまちなみ、

ロマンあふれる丹後の歴史と文化等の資源をいかすとともに、「食」関連産業との

リンクにより、観光誘客を推進します。 

 

＜目標像＞  

京都舞鶴港に毎年多くのクルーズ船が寄港するとともに、天橋立や伊根の舟

屋、夕日ヶ浦やちりめん街道等の魅力ある観光拠点を擁する「海の京都」のエリ

アに国内外から多くの観光客が訪れ、日本海観光を満喫していること 

 

＜重点事業＞  

○戦略拠点の美しい景観づくりと魅力ある回遊システムの整備 
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天橋立、伊根の舟屋等の戦略拠点において、統一デザインによる美しい景観

づくりを進めるとともに、北近畿タンゴ鉄道の新型車両の運行、戦略拠点間を

結ぶ観光海路の新設、路線バスのデザイン一新等を推進 

○日本海側随一のクルーズ拠点の形成 

京都舞鶴港に数多くのクルーズ船を誘致するとともに、美しく整備した港で

国内外から訪れる乗船客に世界水準の質の高いおもてなしを提供、さらに乗船

客向けに「海の京都」の戦略拠点等を巡る魅力的なオプショナルツアーを造成 

 

 

③ 京都舞鶴港ランドブリッジ構想 

日本海側拠点港である京都舞鶴港を核として、関西一円とアジア・ヨーロッパ地

域とを結ぶ壮大な国際ランドブリッジの形成をめざし、物流のルートを開拓・構築

しながら、国際フェリーや外航クルーズの基地化・エコポートの推進、京都舞鶴港

ベイサイドパーク内への企業誘致の促進等に取り組みます。 

 

＜目標像＞  

港湾周辺に物流関連企業の集積が進むとともに、京都府はもとより関西一円の

企業が対岸諸国との交易に積極的に利用することで、京都舞鶴港が名実ともに関

西経済圏における日本海側の物流・人流の中核拠点となっていること 

 

＜重点事業＞ 

○コンテナ・フェリー・クルーズのトリプル国際拠点の形成 

京都舞鶴港の港湾機能を強化し、ロシアをはじめ中国、韓国等との国際海上

コンテナや国際フェリー航路を拡大するとともに、広く世界を視野に入れて京

都舞鶴港に寄港するクルーズ船の誘致を積極的に展開 

○日本海国土軸の核となる物流拠点の整備 

日本海側拠点港に位置付けされた京都舞鶴港を擁し、平成 26 年度に京都縦

貫自動車道や舞鶴若狭自動車の全線開通が実現する京都北部の地の利を最大

限いかしながら、国内外の物流関連企業等の立地を促進し、日本海国土軸の核

となる物流拠点を形成 

 

 

④ 北京都ものづくり拠点構想 

福知山市、舞鶴市、綾部市にある工業集積と、大学や高等専門学校等の人材育成

機関をいかしながら、府北部地域におけるものづくり産業の中核拠点の形成をめざ

し、企業活動の支援やイノベーションによる企業成長支援、新たな企業の誘致、高
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度なものづくり人材の確保・育成、産学公連携共同研究開発の促進等に取り組みま

す。 

 

＜目標像＞ 

技術力の高い特色ある中小ものづくり企業が集積し、府北部地域の大企業や京

都イノベーションベルト等に立地するベンチャー企業等と緊密な協力関係を構

築するなど、京都のものづくり産業にとって不可欠な地域を形成するとともに、

農林水産物等の資源とものづくり技術の融合により新商品開発を図る農工連携

ビジネスの一大拠点となっていること 

 

＜重点事業＞ 

○北部地域初の本格的な産学公連携ものづくり拠点の設置 

平成 26 年度に迫った京都縦貫自動車道の全線開通による時間距離の短縮効

果等をいかし、京都市内に立地する理工系大学のブランチと協働する新たな産

学公連携のものづくり拠点を設置し、大学のデザイン力等をてこにアグリ分野

も含めた共同研究開発を推進 

○工業団地等への企業誘致と地元企業との連携強化 

長田野、綾部、アネックス京都三和の３つの府営工業団地を擁する北近畿随

一の工業集積を地域経済の活性化につなげていくため、これらの工業団地等へ

の企業立地を促進するとともに、進出企業と地元企業との協働関係を一層強化

し、地域産業全体を底上げ 

 

 

⑤ 由良川里山回廊構想 

中丹地域にある海、川、里、山、歴史、風土、伝統、文化等の資源をいかし、人、

もの、情報等のネットワークの「回廊」の形成をめざしながら、自然や人々の絆を

大切に、都市との交流の促進、農林水産業、ものづくり産業、観光やニューツーリ

ズム振興等に取り組みます。 

 

＜目標像＞ 

日本有数の清流を誇る由良川流域に点在する日本の原風景ともいうべき里山

の保全・再生や、日本人の生活文化を象徴する豊かな里山文化の振興が図られる

とともに、里山をつなぐ美しい回廊が形成され、交流人口が増加していること 

 

＜重点事業＞ 

○里山の景観保全と体験交流拠点づくり 
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優れた景観を有する里山の保全を図るとともに、里山を訪れる人々が里山の

生活文化を体感することができるように、農家民宿、農家レストラン等の開設

や農業体験旅行者の誘致等を積極的に支援 

○里山を結ぶ由良川回廊自転車道の整備 

全国の自転車愛好家がこの地を訪れ、由良川流域に点在する美しい里山の景

色を眺めながらサイクリングを楽しむことができるように、全長 100ｋｍに及

ぶ自転車回廊を由良川沿い等に整備 

 

 

⑥ 京都丹波「食と森の交流の都」構想 

芦生原生林や里山等の豊かな自然や丹波黒大豆や京野菜、丹波くりのような京の

食文化を支える高品質な農林畜産物等の豊富な地域資源を総合的にいかして、これ

までの都市・農村交流の取組を更に促進し、交流人口の拡大や京都丹波産農林畜産

物の生産・販売拡大による地域の活性化をめざします。 

 

＜目標像＞ 

丹波黒大豆や京野菜、丹波くりに代表される山や里の恵み、豊かな自然、伝統

文化等の地域資源をいかし、教育体験旅行をはじめとして、農家民宿、農家レス

トラン、クラインガルテンの開設等が進み、都市・農村交流の一大拠点となって

いること 

 

＜重点事業＞ 

○京の食と森・体感ツーリズムの郷づくり 

京の食文化を支えてきた京野菜や丹波ブランド産品の収穫体験等を行う修

学旅行や農家民宿滞在旅行を、京阪神で初となる教育体験旅行受入法人の設立

支援や地域ぐるみのおもてなし教育により拡大し、京の食と森が体感できるツ

ーリズムの郷を形成 

○京都丹波の森の恵みの保全と活用 

大都市近郊に残された貴重な天然林「芦生の森」など、平安京造営にも利用

された歴史の深い京都丹波の森林について、森の機能の保全や木材・木質バイ

オマスの利用、森の恵みをいかした自然体験観光等を大学等と連携して推進 

 

 

⑦ 新京都伝統工芸ビレッジ構想 

民間の活力をいかし、平成 24 年４月に開学した京都美術工芸大学や京都新光悦

村に立地する企業等の産学連携等を進め、京都丹波地域に、人づくりからものづく
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りまでを担う伝統工芸の新しい拠点を形成します。 

 

＜目標像＞ 

京都新光悦村の全体が、企業の生産拠点や販売・体験施設、芸術家や職人の工

房等で埋まり、伝統工芸の匠の技とハイテクの融合により、新しいタイプの製品

等が生み出され、国内外から訪れる多くの観光客でにぎわうとともに、京都新光

悦村や京都美術工芸大学を核として、海外の作家やデザイナー等との交流事業が

盛んに行われ、国際的な工芸村を形成していること 

 

＜重点事業＞ 

○文化財修復の一大拠点づくり 

日本文化財保存修復センター（仮称）を中心として、周辺に関係企業や職人

の工房等の立地・集積を図るとともに、修復作業を行う現場等を公開し観光客

誘致を進めるなど、日本の文化首都である京都ならではの文化財修復の一大拠

点を構築 

○芸術家・職人の工房の郷づくり 

京都新光悦村を中心に内外に芸術家や職人工房の集積を促進し、地域全体と

して国際的な工芸村を形成するとともに、文化財修復はもとより新しい作品や

製品づくり、国内外の作家・デザイナー等との交流事業等を推進 

 

 

⑧ 北山文化環境ゾーン構想 

北山地域において、国際京都学センターを新たに設置する新総合資料館（仮称）、

教養教育共同化施設、府立植物園を核として、府民の憩いの場であるとともに、文

化・環境・学術の新たな交流・発信拠点となるゾーンを形成します。 

 

＜目標像＞ 

国際京都学センターや新総合資料館（仮称）、教養教育共同化施設、府立植物

園等の府民開放型施設等に、多くの府民が気軽に立ち寄り、豊かな自然の中で、

文化、学術、芸術に親しむことのできる新しい交流・発信拠点を形成しているこ

と 

 

＜重点事業＞ 

○府民に開かれた新しい文化・学術ゾーンの形成 

国際京都学センター、新総合資料館（仮称）を新たに建設・整備し、平成 26

年に設立した教養教育共同化施設など既存の府立植物園、京都コンサートホー
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ル等とも相まって、多様な文化・学術施設が集積する府民に開かれた文化・学

術ゾーンを形成 

○府民と一体となった文化・学術の振興 

新総合資料館（仮称）等の施設整備と並行して、府民ぐるみの「京都学」研

究のしくみづくりや、府民向けの文化・学術講座、イベント等の体系的な開催

等を進め、府民と一体となって文化・学術を振興 

 

 

⑨ 京都クロスメディアパーク構想 

太秦地域に映画制作・編集・配信等の技術開発や、コンテンツ系ベンチャーの育

成支援、国際交流、観光振興、人材育成等の機能をあわせ持つ一大メディア産業拠

点を形成します。 

 

＜目標像＞ 

映画・アニメ・ゲームなどクロスメディア分野の企業が数多く集積し、世界の

市場の中で、京都が独自のマーケットを確立するとともに、エリア内では、国内

外から多くのクリエイターが集い、メディア間の交流により新しいコンテンツが

生み出され、世界に発信されていること 

 

＜重点事業＞ 

○クロスメディア・クリエイティブセンターの整備 

国内外から、映画・アニメ・ゲーム等のクロスメディア分野のクリエイター

が集い、交流しながら新たなコンテンツづくりを行う拠点となるクロスメディ

ア・クリエイティブセンターを整備し、ビジネス化を支援する「コンテンツ・

ビジネスセンター（仮称）」を運営 

○クロスメディアネットワークの構築と世界への発信 

クロスメディア産業が集積した東京、札幌、福岡など他地域とも緊密なネッ

トワークを構築し、連携した取組を推進するとともに、「ＫＹＯＴＯ ＣＭＥ

Ｘ」等の開催を通じて、わが国の優れたコンテンツ産業を世界に発信 

 

 

⑩ 知恵産業首都構想 

次代を切りひらく産業イノベーションをリードする「京都産業育成コンソーシア

ム」を創設し、知恵を集め、知恵を学び、知恵をいかす中小企業が元気に世界で活

躍する知恵産業のまち・京都を形成します。 
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＜目標像＞ 

中小企業をはじめとする多くの京都企業が、独自のオンリーワン技術に磨きを

かけ、オンリーワン製品を創造したり、業界・業種を超えたコラボレーションに

より、現代のライフスタイルに適合した新しいサービスを提案するなど、京都産

業全体で「知恵」をいかしたビジネスが実践されていること 

 

＜重点事業＞ 

○中小企業の知恵の経営を総合的に支援する拠点の整備 

知恵を最大の資源として発展を遂げてきた京都経済の百年の計として、オー

ル京都の持てる資源を総動員して中小企業の知恵の経営を総合的に支援する

拠点を整備 

○エコノミック・ガーデニングによる中小企業支援 

知恵をいかすことにより今後の成長が見込まれる「生活文化産業」、「イノベ

ーション型産業」、「匠の技産業」、「ミーティング産業」等に対し、エコノミッ

ク・ガーデニングの手法により中小企業のニーズに応じてきめ細かく支援 

 

 

⑪ 京都乙訓ダイナミックシティーズ構想 

京都市に隣接し、竹をはじめとする豊かな自然や優れた歴史文化資産、世界的な

先端企業の立地に恵まれるとともに、京都第二外環状道路（にそと）・京都縦貫自

動車道の開通等により、府域の東西南北を結ぶ新たな交通の要衝地になりつつある

乙訓地域に、観光、産業等の高次都市機能が集積し、向日市・長岡京市・大山崎町

の都市連携により、京都府の新たな成長核としてダイナミックに発展する圏域を創

出します。 

 

＜目標像＞  

淀川三川合流地や西山の竹林、洛西散策の森等の自然、長岡京跡や大山崎山荘

等の歴史文化資産、世界有数の先端企業、キリンビール京都工場跡地の大規模商

業施設、向日町競輪場、激辛食で有名な商店街など、この地にある多様性に富ん

だ地域資源が有機的に連結され、観光やビジネス等で多くの人々が行き交い、躍

動感あふれる都市圏が形成されていること 

 

＜重点事業＞  

○「若竹」産業創造プロジェクトの推進 

世界的なものづくり企業の集積等をいかし、伸びゆく若竹のごとく、新しい

産業の創出を図るとともに、８種類の竹垣が整然と連なる「竹の径」や日本最
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高峰の良質なタケノコなど、乙訓地域の誇る「竹」資源を有効に活用し、観光

スポットとしての整備やタケノコの６次産業化、竹炭等バイオマスへの活用や

モデルフォレスト運動など、多彩な「竹」関連プロジェクトを展開 

○多目的型ニューツーリズムの創造 

有名寺社や西山の竹林、大山崎山荘等の歴史文化資産、激辛食等のユニーク

な商店街、世界に冠たるものづくり企業の集積など、乙訓地域ならではの多様

な観光資源を活用し、南丹地域や京都市西部地域ともネットワーク化を図りな

がら、京都の西の玄関口・乙訓地域を中心に、多目的型の新しいツーリズムを

創造 

 

 

⑫ 宇治茶の郷づくり構想 

日本を代表するブランドである宇治茶を核として、ＪＲ奈良線の複線化とタイア

ップしながら、観光振興、ブランド農産物輸出、集客ビジネスなどを一体的に推進

します。 

 

＜目標像＞ 

宇治茶の歴史、文化、おいしさ、効能等が国内外に浸透し高く評価され、生産

が拡大することにより茶農家の所得が向上するとともに、おいしいお茶とお茶の

文化を堪能できるイベントにより「お茶のまち」としてのイメージが全国で定着

し、多くの観光客でにぎわっていること 

 

＜重点事業＞ 

○宇治茶の世界文化遺産への登録をめざした展開 

世界文化遺産への登録をめざし、優れた茶畑等の景観を保全・整備するとと

もに、宇治茶の歴史・文化、おいしさ等の魅力、おいしい味わい方の提案等を

世界に向けて発信していくため、宇治茶の伝道師の活動支援や、宇治茶ファン

づくりに向けたイベント等を積極的に展開 

○宇治茶の生産振興と宇治茶を活かした観光のまちづくり 

茶畑の基盤整備等により宇治茶の生産振興を図るとともに、茶畑等の美しい

景観や宇治茶カフェを巡るツアーの造成、宇治茶を使用したスイーツや機能性

食品の開発・販売・提供、宇治茶関連グッズの製造・販売など、宇治茶づくし

のコンセプトによる観光のまちづくりを推進 
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⑬ 京都イノベーションベルト構想 

地域の企業間の連携を進め、高度な技術と国際的な競争力を備えた製品開発等を

重点的に支援し、京都経済の牽引エリアとしての一層の成長を促進します。 

 

＜目標像＞ 

人口当たり日本一の大学設置数を誇る京都の特性を最大限いかし、京都市域か

ら関西文化学術研究都市に至る地域にベンチャーから中小中堅、大企業まで、絶

え間ないイノベーションに取り組むものづくり企業が数多く進出・立地し、次代

の京都経済・産業を牽引する地域として発展していること 

 

＜重点事業＞ 

○Ｒ＆Ｄ志向の企業・研究機関の誘致 

世界水準の大学・研究機関やＩＴ関連を中心とした最先端のハイテク企業、

独自のものづくり技術を有する多様な中小企業の集積をさらに厚みのあるも

のにしていくため、日本貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）との協定効果もいかしな

がら、欧米をはじめとする海外のＲ＆Ｄ志向の企業や研究機関を積極的に誘致 

○世界最速時間による基礎研究成果の実用化 

世界に開かれたオープンイノベーション拠点として再生する「けいはんなオ

ープンイノベーションセンター（ＫＩＣＫ）」や、試作産業の産学官連携拠点

等をフィールドとして、優れた研究者等が最大限能力を発揮できるハード・ソ

フトの研究環境を整備し、基礎研究成果を世界最速時間で実用化 

 

 

⑭ 学術研究・未来の都構想 

関西文化学術研究都市において、世界レベルの情報や環境、健康（医療）、農業

（食）などに関する科学技術の粋を結集し、科学技術と生活文化が融合した新たな

都市を創造します。 

 

＜目標像＞ 

情報、環境・エネルギー、健康・医療等の分野における研究機関等が数多く立

地し、最先端の科学技術やシステムを社会・生活に取り入れた未来都市が形成さ

れているとともに、地域のエネルギー利用の最適化を図るマネジメントシステム

の導入が進み、世界の環境・エネルギー問題の解決に貢献するモデルとして国内

外に発信されていること 
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＜重点事業＞ 

○安心・安全スマートライフ未来都市づくり 

家庭等におけるエネルギーの最適利用システムや健康管理システムなど、Ｉ

ＣＴを活用した最先端のシステムを開発し、関西文化学術研究都市内の各家庭

等に実際に配備することにより、次世代のスマートライフのモデル都市を形成 

○学術・文化のオープンイノベーション拠点の構築 

「けいはんなオープンイノベーションセンター（ＫＩＣＫ）」を世界に開か

れた学術・文化のオープンイノベーション拠点として再生し、情報、環境・エ

ネルギー、健康・医療等に関する世界水準の研究開発拠点にしていくとともに、

文化財の保管・修復・デジタルアーカイブ拠点としても有効活用 

 

 

⑮ 環境・アグリバイオパーク構想 

関西文化学術研究都市において、環境・アグリバイオの研究拠点を整備し、関連

する研究機関や研究開発型産業施設が集積する国際研究開発拠点を形成します。 

 

＜目標像＞ 

関西文化学術研究都市内に立地する植物工場やバイオ関連の企業・研究機関、

京都府立大学や京都大学の農場等で、アグリバイオを活用した新しい工業材料や

医薬品等の研究開発や生産が活発に行われ、日本におけるアグリバイオの一大拠

点となっていること 

 

＜重点事業＞ 

○バイオ関連企業等の集積促進 

京都府立大学の精華農場や次世代エコタイプ植物工場、京都大学大学院農学

研究科附属農場など、関西文化学術研究都市に立地する高度な研究機関におけ

るアグリバイオ研究を活発化していくため、共同研究のパートナーとなるバイ

オ関連企業等の誘致を推進 

○世界のグリーンイノベーションの拠点づくり 

大学の農場や植物工場等をフィールドとして、高機能野菜等の付加価値の高

い食品づくりや最先端のアグリバイオ技術を応用した新しい医薬品等の研究

開発・生産活動を活発化し、世界的なグリーンイノベーションの拠点を形成 
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【３つの京都プロジェクト】 

千年以上にわたり都が置かれた京都は、日本の歴史文化の中心地であり、また、

今なお国内外の人々を魅了してやまないのは、北から南までの豊かな自然や長い歴

史に磨かれた「本物」のすごさがあるからです。この強みを更に活かし、府域の均

衡ある発展のためのスケールの大きな交流を展開します。 

 

◇「海の京都」づくり （京都の海を活かした取組） 

古代より大陸との交流の窓口として栄えた歴史的背景や交通基盤整備の進捗を

活かし、「海」というキーワードのもと、府北部地域が全国有数の競争力のある観

光圏となることをめざします。 

 

＜重点事業＞  

○観光振興戦略拠点の整備（重点整備地区の発信力・集客力の強化） 

○戦略拠点間回遊システムの整備（広域周遊ルート等の設定） 

○「食」の拠点づくり（魅力ある食・特産品の開発等） 

○広域観光プロモーションの展開（知名度向上、観光客増加に向けた取組の推 

進） 

 

 

◇「森の京都」づくり （奥の深い森や里山を活かした取組） 

我々の生命を育む源でもある「森」をテーマにし、森・川・里の織りなす景観

や環境・文化・生活を多面的な角度からとらえ未来に受け継ぐとともに、発信し、

多角的に活かす地域となることをめざします。 

 

＜重点事業＞ 

○森の恵みを享受できる仕組みづくり、森や木にまつわる文化・歴史の発信（豊

かな森の価値の共有、戦略的な交流拠点づくり、「森」を中心とする地域資源

を活用した観光振興及び情報発信） 

○各地域の豊かな資源をつなぐ森・里の回遊システムの整備 

○森林資源を活かした循環型の林業の推進 

 

 

◇「お茶の京都」づくり （宇治茶生産の景観を活かした取組） 

我が国で最も長い歴史を有する茶生産地であり、今なお素晴らしい景観を形成

し、最高品質の緑茶を産出する地において、宇治茶をテーマに、お茶生産の美し
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い景観維持やお茶文化の発信等を通じ、人やものの交流が盛んな地域となること

をめざします。     

 

＜重点事業＞ 

○宇治茶の歴史・文化、魅力を感じる交流エリアの創出・発信（「宇治茶生産の

景観」の価値の共有・発信、戦略的な交流拠点づくり、「宇治茶」を中心とす

る地域資源を活用した観光振興及び情報発信） 

○魅力ある宇治茶の地をつなぐ回遊システムの整備 

○宇治茶産業の活性化（宇治茶の生産振興、研究・人材育成、宇治茶の消費拡大） 

 

 

【特区制度を活用した地域づくり】 

特区制度（国家戦略特区、総合特区、構造改革特区）を効果的に活用した地域づ

くりを進めます。 

特に、京都府全域が地域指定されている国家戦略特区制度を活用し、京都市域か

ら関西文化学術研究都市に至る京都イノベーションベルト地域等において、国際的

な経済活動の拠点形成を推進します。 
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【京都市域主要施策・事業】 

 

現状・課題 

●京都府は、京都市域において、鴨川をはじめとする河川管

理や府立大学等における高等教育、さらには警察行政、労

働行政など、府民生活をしっかりと守り支える行政サービ

スを提供しています。また、京都市内には、様々な分野に

おける京都府の中核的な機関・施設等が数多く集積してい

ます。 

●他方、京都府の人口、経済の６割近くを占める京都市は、

京都府の核となる都市であり、歴史と伝統に培われた環境

や文化の力、伝統産業や先端産業の有する洗練された感性

や高度な技術、世界水準の学術研究機能など、京都ならで

はの優れた資源を最大限活用して、「もの」から「こころ

」へ、「量」から「質」への時代にふさわしい、新たな成

長・発展を遂げることが期待されています。 

●こうした中で、京都市域と他の地域が経済、産業、文化、

観光等様々な分野の交流を通じてお互いの発展を支える

ことにより、府域全体に良い効果が波及するよう、広域自

治体である京都府には、京都市の発展を多面的に促進しつ

つ、府域全体の広域的な調整を図っていくことが求められ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 → 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対応方向 

●治安、治水、高等教育、労

働等の分野を中心に、引き

続き、府民の暮らしをしっ

かりと守り支えます。 

●京都市の発展が府域全体の

活性化になくてはならない

との広域的な観点に立ち、

①府施設のストックの有効

活用、②府市行政協働パネ

ルを中心に無駄を省き、役

割分担と共同化の組み合わ

せで府県と政令指定都市の

協働のモデルづくり、③広

域的な交流基盤整備や産業

振興・雇用対策などの取組

を推進し、市域の発展を促

進しながら、府域全体の活

性化に有機的に結び付けて

いきます。 

 

● 府民安心の再構築 ● 

 

①子育て・子育ちの安心 

 児童虐待をはじめとする家庭問題について、京都府家庭支援総合センターを核に、専門

チームによる複雑困難事例への対応や家庭復帰支援等の取組を強化します。 

【具体的な取組】 

● 京都府家庭支援総合センター（東山区）での取組強化 

 

②学びの安心 

 柔軟な教育システムと教育内容を兼ね備えた昼間２部制の府立清明高校を開校すると

ともに、義務教育９年間を見通して、複数教員による授業や少人数授業、少人数学級等を

学校の状況に応じて実施できる「子どものための京都式少人数教育」の拡充、好奇心や自
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ら考え学ぶ意欲をはぐくむため、大学と連携した体験授業の充実等を推進します。 

【具体的な取組】 

● 柔軟な教育システムと教育内容を兼ね備えた昼間２部制の府立清明高校の開校（北

区） 

● 京都式少人数教育の拡充（教員配置） 

● 京都大学（左京区）など、京都市内の大学と連携した体験授業や教員養成・研修 

の充実 

● 京都数学グランプリ、物理グランプリなどの実施 

● 京都府立ゼミナールハウス（右京区）での生涯学習拠点事業の推進 

● 北山文化環境ゾーン（左京区）を生涯学習の拠点と位置付け、京都府立ゼミナー 

 ルハウス（右京区）と連携した生涯学習事業の推進 

 

③働きの安心 

 労働者団体や経営者団体をはじめ多くの関係機関や団体と連携・協働し、働く意欲のあ

る府民の就業を支援します。 

【具体的な取組】 

● 京都ジョブパーク（南区）における就業支援及び生活支援の強化 

● 京都・陶工高等技術専門校（東山区）における人材育成・確保の推進 

 

④医療・福祉の安心 

 京都府立医科大学の整備・拡充を進め、安定的・先進的な医療サービスを提供するとと

もに、京都府保健環境研究所と京都市衛生環境研究所を合築して、保健環境研究所を共同

で整備します。好立地にある「ぶらり嵐山」を有効活用して、障害のある人の社会参画へ

の理解を深めるなど、交流機会を拡大させます。 

【具体的な取組】 

● 府立医科大学附属病院（上京区）の病棟整備及び緩和ケア病棟に設置する「緩和 

ケア推進センター」に緩和ケアチームを創設 

● がん相談支援センターのがん患者等への相談機能の強化など、総合的ながん対策 

を推進 

● 京都府保健環境研究所（伏見区）と京都市衛生環境研究所を合築して、保健環境 

研究所を共同で整備 

●「ぶらり嵐山」（右京区）運営への助成 
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⑤長寿の安心 

 高齢者の多様な働き方のニーズにこたえ、高齢者の就業機会の拡大を一層進めるため、

公益社団法人京都府シルバー人材センター連合会が進めるシルバー派遣事業や、地域社会

に密着した社会参画の場の提供について、連携・支援します。 

 また、公益財団法人京都 SKY（スカイ）センターによる高齢者の健康と生きがいづく

りの取組を支援します。 

【具体的な取組】 

● 公益社団法人京都府シルバー人材センター連合会（中京区）の取組支援 

● 公益財団法人京都SKY（スカイ）センター（中京区）の取組支援 

● 「京都地域包括ケア推進機構」構成団体の各専門分野間の連携・協働を促進し、 

市町村等における地域包括ケアの創発事業の取組を支援 

 

⑥暮らしの安心 

 公共施設の耐震強化や洪水・土砂災害対策など事前の災害対策を推進し、災害から府民

の生命や財産を守ります。 

 また、治安の核となる警察本部庁舎や警察署及び交番・駐在所の整備並びに警察署等の

再編を図るとともに、子ども・地域安全見守り隊による活動の推進等により、地域の防犯

力を向上させます。 

【具体的な取組】 

● 警察署の再編（左京警察署（仮称・左京区）の新設、伏見警察署、山科警察署及  

び向日町警察署の管轄変更） 

● ホテル・病院等の大規模建築物及び住宅の耐震強化 

● 府立学校の耐震強化（洛東（山科区）、鳥羽（南区）、北嵯峨、北桑田（右京区）

、桂（西京区）、東稜（伏見区）） 

● 鉄道施設の耐震強化（近鉄高架橋（桃山御陵前～向島間）（伏見区）、京阪高架橋 

（淀～八幡市間）（伏見区）） 

● 桂川（直轄区間）、鴨川、山科川支川（山科区）などの治水対策の推進 

● 花尻川（左京区）等の土砂災害対策の推進 

● 国営附帯府営農地防災（伏見区） 

● 警察本部庁舎（上京区）、南警察署（南区）の整備 

● 交番・駐在所の整備（東山区、北区、伏見区） 

● 七条警察署跡地への運転免許更新センター及び「地域防犯ステーション（仮称）」 

の整備（下京区） 

● 交番への「コミュニティルーム」の設置推進及び「府民協働防犯ステーション」 

の活動充実・強化 
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● 子ども・地域安全見守り隊の活動推進 

● 地域住民、京都市、京都府警察等が連携し、地域の特性、課題に応じた犯罪防止 

等に取り組む「世界一安心安全・おもてなしのまち京都 市民ぐるみ推進運動」の 

推進 

● 高齢者の消費者被害の未然防止や消費者教育など消費者対策を充実 

● 雨水南幹線管渠工事（いろは呑龍トンネル）（南区、西京区） 

 

● 地域共生の実現 ● 

 

①人権尊重 

 京都の歴史と伝統、特に学術をはじめとする文化の蓄積を基礎に、人権問題について広

く世界的視野に立った総合的な調査、研究を行うことを目的として設立された公益財団法

人世界人権問題研究センターの取組の支援等、関係機関と連携したあらゆる場や機会を通

じた人権教育・啓発の取組等により、人権問題への理解を促進します。 

【具体的な取組】 

● 公益財団法人世界人権問題研究センター（中京区）の取組支援 

● 国、大学、NPO法人等と連携・協働した「京都ヒューマンフェスタ」等を開催 

 

②地域力再生 

 暮らしやすい魅力的な地域をめざして、府民一人ひとりが考え、地域課題の解決に向け

て活動することを支援し、地域づくりや公共事業等にいかします。 

【具体的な取組】 

● 地域力再生交付金やプロボノ等による地域力再生の推進 

● ビジネス的手法により地域課題の解決を図る京都地域力ビジネスの推進 

● 府庁NPOパートナーシップセンター（上京区）において、NPOと行政、NPO 

 相互の協働・連携を支援 

● 府民公募型整備事業の推進 

● 都市住民に対する安らぎと憩いの場（空間）の提供（市民農園、体験農園の開設 

支援）（伏見区） 

 

③新たなコミュニティづくり 

 多様な世代間の交流、まちなかのにぎわい創出など、地域社会の課題に的確に対応する

ため、既存住宅団地の再生支援に取り組みます。 
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【具体的な取組】 

● 府営桃山日向団地（伏見区）の建替え、京都府住宅供給公社堀川団地（上京区）の

再生支援 

 

④男女共同参画 

 京都府男女共同参画センターを拠点として、女性相談や男女共同参画に関する情報発

信、活動支援、学習・交流の機会づくりなどを推進するとともに、京都府家庭支援総合セ

ンターを核として、府域全体でドメスティック・バイオレンス被害者の安全な生活を支援

します。 

 また、京都ジョブパーク・マザーズジョブカフェや京都ワーク・ライフ・バランスセン

ターの取り組みを強化します。 

【具体的な取組】 

● 京都府男女共同参画センター（南区）での男女共同参画推進のための取組強化 

● 京都府家庭支援総合センター（東山区）でのドメスティック・バイオレンス被害 

者支援等の取組強化 

● マザーズジョブカフェ（南区）における仕事と子育てを一体化した女性の就業支 

援の強化 

● 京都ワーク・ライフ・バランスセンター（南区）内に仕事と出産・育児・介護の 

両立を支援する相談窓口を開設するなど取組強化 

 

⑤ふるさと定住 

 ふるさとに住み続けるために必要な生活基盤を整備するとともに、農山村の暮らしの利

便性を高め、ふるさとの魅力を向上させます。 

【具体的な取組】 

● 里力再生の推進（左京区、右京区） 

● 野生鳥獣被害に係る総合対策の推進 

● 農業生産基盤整備（右京区、西京区、伏見区） 

 

● 京都力の発揮 ● 

 

①人づくり 

 「大学のまち京都」を推進する公益財団法人大学コンソーシアム京都等と連携し、学生

自らが企画運営を行う「京都学生祭典」等を支援します。 
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 さらに、公益財団法人京都府国際センターが公益財団法人京都市国際交流協会と連携し

て留学生を支援します。 

【具体的な取組】 

● 京都学生祭典の内容を充実するとともに、新たに「芸術・デザイン学生祭典」を 

開催 

● 府立医科大学、府立大学、京都工芸繊維大学による教養教育の共同化、高度化の 

推進（左京区） 

● 公益財団法人京都府国際センターによる留学生支援（下京区） 

 

②環境の「みやこ」 

 京都議定書誕生の地として、温室効果ガスの大幅な削減に向けた取組や京都動物愛護セ

ンターの設置・運営を府市協調で進めます。 

 また、住民、ＮＰＯ、企業等との連携・協働を進め、良好な河川環境を保全するととも

に、鴨川等の公共空間整備を通じて、流域における水と緑の優れた自然環境を守ります。 

【具体的な取組】 

● 温室効果ガス排出削減対策の推進 

●「ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂」及び「京都環境文化学術フォーラム」の推進 

● 電気自動車等の普及促進 

● 鴨川公共空間の整備（東山区、下京区、南区、伏見区） 

● 由良川・桂川上中流域の国定公園化（左京区、右京区） 

● 嵐山公園（右京区）及び伏見港公園（伏見区）の整備 

● 西高瀬川（右京区）の環境整備 

● 外来生物防除対策の推進 

● 森林病害虫等防除対策の推進 

● 京都動物愛護センター（南区）の設置・運営 

 

③文化創造 

 北山地域を拠点として、文化、環境、学術の新たな交流・発信拠点となるゾーンを形成

します。 

 また、永きにわたって京都に蓄積されてきた文化財等のストックを保存・継承し、発展

させます。 

 さらに、府市協調により、2020 年（平成 32 年）東京オリンピック・パラリンピック開

催に合わせた「京都文化フェア（仮称）」の開催準備に向けた取組を進めます。 
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【具体的な取組】 

● 北山文化環境ゾーン構想（※１）の推進（左京区） 

● 「国際京都学センター」の設置・運営（左京区） 

● 「京都国際現代芸術祭」の開催や「琳派400年記念祭」の取組 

● 府立大学に和食の高等教育機関の設置（左京区） 

● 「京都アートフリーマーケット」の開催（中京区） 

● 伝統伎芸振興支援助成（上京区、中京区、東山区） 

● 祇園祭山鉾懸装品の新調（中京区、下京区） 

● 歴史的建造物等の保存伝承（左京区、上京区、東山区、右京区） 

● まちかど美術館の推進（上京区） 

● 西京極陸上競技場、横大路運動公園､淀川三川合流地域の交流拠点整備支援（西京

区、伏見区） 

● 千年の都・鴨川清流プランの推進（北区、左京区、上京区、中京区、東山区、下 

京区、南区、伏見区） 

 

※１ 北山地域において、「国際京都学センター」を新たに設置する「新総合資料館（仮称）」、

教養教育共同化施設、府立植物園を核として、府民の憩いの場であるとともに、文化・環境・

学術の新たな交流・発信拠点となるゾーンの形成に向けた構想 

 

④産業革新・中小企業育成 

 中小企業下支え融資や新産業創出を府市協調により支援します。 

 また、エコ、ライフ、映画・コンテンツ、試作等の次代を担う産業の育成に向けた積極

的な支援、和装・伝統産業の再生・発展に向けた職人の仕事づくりや技術継承、「西陣ア

ート＆クラフトセンター」の整備など次代を担う人材育成など産業の基礎づくりとなる施

策に積極的に取り組むとともに、歴史、伝統、文化、自然、景観、産業など京都ならでは

の観光振興を推進します。 

【具体的な取組】 

● 中小企業金融対策の推進 

● 京都産業育成コンソーシアムを活用した支援強化 

● 京都産学公連携機構による取組強化 

● 知恵産業首都構想（※２）の推進 

● 映画・コンテンツ産業の振興 

● 京都太秦メディアパーク構想（※３）の推進（右京区） 

● 京都老舗の会と連携し、老舗の力を活用した活動を推進 

● 「西陣アート＆クラフトセンター」の整備（上京区） 

● 伝統産業の生産基盤支援事業の実施 
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● 京もの工芸品産地の振興 

● 京都総合観光案内所の運営（下京区） 

● 京都・花灯路の推進（東山区、右京区、西京区） 

● 京の七夕の推進 

● 農林水産物や加工品等のブランド化の推進 

● 北山林業の振興（北区、右京区） 

 

※２ 次代を切りひらく産業イノベーションをリードする「京都産業育成コンソーシアム」を創設 

し、知恵を集め、知恵を学び、知恵をいかす中小企業が元気に世界で活躍する知恵産業のまち 

・京都の形成に向けた構想 

※３ 太秦地域に映画制作・編集・配信等の技術開発や、コンテンツ系ベンチャーの育成支援、国 

際交流、観光振興、人材育成等の機能をあわせ持つ一大メディア産業拠点の形成に向けた構想 

 

⑤交流連帯 

 鉄道や道路等の交通基盤を整備し、市域の内外の移動に係る利便性を高めます。 

【具体的な取組】 

● 地域鉄道事業者の安全性向上のための設備整備（左京区、中京区） 

● ＪＲ奈良線の高速化・複線化第２期事業の推進（伏見区） 
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